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新先生（奥様と．昭和49年　霧島）

本会顧問の新敏夫先生（教養部教授）は，田和57年6月27日心不全

のため御逝去されました。会員一同，衷心止り衷悼の意を表し，御冥福を

御祈り申しあげます。

鹿児島大学生物研究会



新　　先　生　を　悼　む

理学部生物学科教授　中　根　猛　彦

生物研究会の顧門をしておられた新敏夫教授が，去る6月27日に突然亡く

なられた。私は鹿児島に来てまだ4年余りで，あまり先生とお話する機会がな

かったが，その間にもお病気やお怪我で2，3度入院されながら，．その都度間

もなく本復されて，お元気な姿を見せておられた。これは私たちにとって誠に

驚嘆に価することで，先生は不死身なのかと思ったほどであった。だから先生

の御逝去は全く寝耳に水のことであった。

新先生はもともと鹿児島の伊集院町の御出身であるが，中学を卒業されてか

ら広島高等師範学校に進まれ，卒業後は沖縄師範に勤められたので，応召中は

別として，鹿児島に戻られたのは，昭和21年のことである。昭和25年から

鹿児島県立大学に迎えられ，同31年から，鹿児島大学に移られた。しかし，

先生の研究活動は，既に昭和15年頃にはじまっており，鹿児島県下のコケ類

の研究を中心に多くの論著を発表されている。これらの著作リストを拝見する

と，先生の植物研究に対する熱意と努力がなみなみのものではなかったことを

感じさせられる。先生の強靭なお体も或いはこの結果としてきたえられたのか

もしれない。

ともかく先生の御研究が鹿児島県のみならず，南西日本の植物相の研究にと

って重要なものであり，大きな進歩であったことは確かなことである。そして

なお期待されるところが大きかった。誠に残念といわねばならない。生物研究

会にとっても強い後だてを失なった痛手は大きいことであろう。

先生の永年にわたる御研究とそれに注がれた御努力に対して謹しんで深い敬

意を捧げると共に，心から先生の御冥福を祈る。



新　先　生　を　偲　ん　で

主将　　溝口　信彦

本会顧問の新敏夫先生は．昭和57年6月27日，心不全のためお亡くなりになった。あまりに

も突然のことで，部員一同，その訃報に接しても．直ぐには信じる者もおらず皆向かの間違いとし

か思っていなかった。しかし，やがてその冷厳な事実が動かし難いものになるにつれ，だれもが，

口をつぐんでしまった。驚きと戸惑いが皆に言うべき言葉を笑わせたのであろう。私もその一人で

あって，編集者から原稿を求められても．何を老いてよいのやら，皆目見当がつかないというのが

正直なところである。しばらく時をおいて，と患って時間を持ったのだが，形だけの言葉はいくら

でも浮んで来ても，心を本当に伝え得る言葉はなかなか見つからず徒らに喝が流れるだけであった。

せめて，心に浮んだことをいくつか書き残しておきたい。

一般に，大学におけるサークルの顧問と学生というのは，単に事務的な関係になりがちなもので

ある。予算等の関係で書類に印鑑をもらう，というような時でも無ければ，会うことも無く，まか

り間違えば，学生でも自分のサークルの顧問が誰か知らないというようなこともあ．りうる。幸いに

して，本会の場合，サークルとしての活動内容と，先生の御専門が深く関っているため，部員の全

てがというわけにはいかないにしても，いろいろと御指導を頂くことができた。そしていつも私達

が抱くのは先生の情熱のあふれるような印象である。特に植物愛好者として先生に御指導を頂く機

会を多く持てたことは，私にとって終生忘れられない思い出である。

先生のお若い頃のそのエネルギッシュな調査行は驚くばかりのもので，鹿児島県本土は言うに及

ばず琉球列島，さらには絶海の無人島である宇治群島にまでその星を伸ばされていたことは，私達

若い者にもなかなか真似できるものではない。そ，して，先生については，もはや伝説的でさえある

お酒を愛されたことなど。無人島で嵐の一夜を岩穴で焼酎を飲んで過ごしたなどというまことしや

かな伝説が，学生の間で信じられている。

こんな具合にして，とりとめもなく，先生の楽しい思い出が後から後から湧いてくるのだが，そ

んな中で私はやっと先生に対して言うべき言葉を見つけることができたような気がする。それは，

とても言葉で表わせないほど大きな感謝の念を敢えて“本当にありがとうございました”と万感の

思いを込めて言うことである。
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1980年度春期高限合宿採集目録

小林真澄（水産学部3年）三浦幹夫（理学部2年）

上原弘行（理学部1年）高井泰（理学部1年）編

1980年度春期合宿は，1980年5月3日から5日までの連休を利用して．大隅半島の垂水

市猿ケ城渓谷で行なわれた。参加者は，小島貴志，大賀康雄，村上貴文．大坪博文，西口雅彦，田

窪利朗．下川信貴，木野田毅，川崎紹宏，下條信輔．鮫畠真一，小林真乳加藤いずみ，野間美代

子，大牟田淑子，三浦幹夫，守山泰司，藤井暗臥冨山活升，溝口信彦，遠嶋太志．西野勝人，上

原弘行，高井泰の計24人である。

猿ケ城渓谷は高限山の西側中腹を流れる本域川流域の渓谷で，我々は，標高400〝7付近にある

山小屋を中心に採集活動を行った。3日間とも授集の間はずっと雨が降り続き，蝶の万の採集は

全然であったようだ。甲虫の万も，決して成果が挙ったわけではなかったが，雨の日に訪花するヒ

メハナカミキリ類などでは新記録も出，入学して初めての合宿となった1年生には雨に濡れて重く

なったネットも苦にはならなかった。

昼間の採集の楽しさもさることながら，夜になると，山小屋のあちらこちらにつるしたランプの

ほの暗い光の下で始まるトランプの楽しさもまたなかなかのもので，新入生にもこの合宿をトラン

プ合宿と呼ぶ理由は垣ちに解されるのであった。まじめなと言おうか．酔狂なと言おうか，この楽

しく騒しい輪を抜けて，1人オサムシトラップを仕掛けに出ていった甲虫屋があったが，そして彼

は真っ暗な中，寒さにふるえながらトラップを掛け終えたのであったが，次の朝それらの全てが雨

と蟻のため何の成果ももたらしていないことを知るまで，彼は幸福な夢を見ていたのであった。努

力が必ずしも報いられぬことは昆虫採集の哀しさである。

4日の夜には合宿お疲れ様のコンパが始まったが，ただでさえ焼酎に慣れぬ新入生にとっては，

大隅の焼酎の強烈な臭いは酷なものであった。飲み渋る新入生に“優しいT先輩、，は粉ジュースを

入れると臭いが消えるということを教えたのであったが，そしてそれは教えた本人も実践したこと

のないことであっ．たが，これを実際に飲んだ1人の新入生によると，暗詞割安の効果はあったようで

ある。但し．この新入生はこの夜，全身にじんましんを生じ，夜通し七転八到の苦しみを味わった。

当初．彼はこれをダニによるものと考えていたようであるが，これが実は彼にとって最初のアルコ

ールアレルギーの発症であると判明するまでには十日前後を要した。倶しこの災難の最大の被害者

は．大枚1200円だかを払って買った新品の虫さされの薬を全て消費し尽くされたN氏であると

の見方もある。これに対して何らかの補償がなされたものかどうか今となっては知る由もない。
5日，バス停に向い山道を下る皆の頭上に青空がのぞき始めたのは先頭がもうそろそろバス停に

着くころであった。〔高井〕
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甲虫目COLEOPTERA

lハンミョウ科CicindeHdae

l・ニワバンミヲウCic玩ゐ血∴萩如棚Motscl鮎ls吋

（2e砧‥西野）

2・アイヌハンミョウCic刀dgαgg刑〝旭dd乃OLewis

（1令1♀，高井）

3・ハンミョウCici7成兢l元卸かduluI正妃rg

（1♀，大坪）（lS2♀♀．三浦）（53古3♀♀，高井）

Ⅱゴミムシ科HarpaJidae

4・ウスモンコミズギワゴミムシTαゐ∫ル∫cicα枇あBateS

（lex‥高井）

5．オオアオミズギワゴミムシ月官用めido乃Jh∫0乃0〟mBates

（2古書2♀♀．三浦）

6．クビアカヒラタゴミムシエ0zOCrゆi∫r〟みricoJαBates

（lex‥三浦）

7・クロモリヒラタゴミムシCog♪odg∫αgric柵∫Ihtes

（lex‥三浦）

8．ヤセモリヒラタゴミムシC。J♪odg∫ggαわ蹴∫Bates

（1♀，高井）

9・サタヒラタゴミムシCoJクOdg∫∫ddmわHabu

（lex‥三浦）

10．フタホシヒメアトキリゴミムシ山前αみ彷矧細れ血Morawitz

（2exs‥三浦）

11．ヤホシゴミムシム姑通わ．α加齢〟ねねMomwitz

（2exs‥西野）

12・フタホシスジバネゴミムシ邦の融の≠柳のねゆ；血1血ewes

（3exs‥高井）

皿シデムシ科Silphidae

l3．クロシデムシ♪存crP如orⅣ∫CのCOOrKra．a拉

（lex‥大坪）…‥夜間の橙火採集による。

Ⅳバネカクシ科StaphyJinidae

14・キイロバナムグリバネカクシ励∫威αJgr肋如rαZJgJ〝刑Sh訂p

（3舌苔．高井）
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15．クロミズギワヨツメバネカクシP∫坤磁do乃〟∫CαJg花05〟∫St亀rp

（1ex‥高井）

Vコがネムシ科Scarabaeidae

16．ラインアシナガコガネ月わ払2れ蕗壷王七画飢

（2exs‥三浦）

17．ビロウドコガネ施Jαderα初物icαMotschuls妙

（2exs．，高井）

18．カミヤビロウドコガネ肋Jαderαゑα刑iyαiSawa血

（lex‥三浦）

19．マルガクビロウドコガネ肱Jαdgrα∫grreねBrenske

（lex‥高井）

20．カパイロビロウドコガネぶ〝わα．蕗研〟わLewis

（lex‥高井）

21、オオキイロコガネPolhli，lo7卿flavidusWaterhouse

（1令，三浦）

22．コイチャコガネA（Orgな∫′β乃〟のMcαα〟∫Ⅵねterhouse

（1ex‥高井）

23．ナラノチャイロコガネProagoperthaPubicollisWhterhouse

（lex‥三浦）

24．ヒラタハナムグリ♪花♪卯乃0γαg〟∫α乃g〝∫′ico／JねⅥhterhouse

（3省令，三浦）（7exs‥高井）

25．コアオハナムダリ0秒融励お力的撒おf射dermann

（1含，三浦）（lex‥高井）

Ⅵコメッキムシ科Elateridae

26．ドゥガネヒラタコメ、ソキCorymのαか∫gれα〟∫Lcwis

（lex．，三浦）（lex‥高井）

27．ミドリヒメコメ、ソキⅤ〟iJggg〟∫Uir元方∫Lewis

（11exs．，三浦）（1ex‥高井）

28．オオバナコメッキかicro〝yCん〟∫乃0沌〟∫Candeze

（2exs‥高井）

29．アカアシオオクシコメッキSpheniscoS0muSICeteCandeze

（lex‥高井）

30．キバネホソコメッキDolerosomusgracilisCandeze

（7exs‥三浦）（4eぉ‥高井）
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31．ムナポソコメッキ＆li〝〃∫亡r〟Jd細∫LewiS

（3exB‥三浦）

Ⅶホタル科Lampyridae

32．オバポタル上肌元値帰る㊥毎如血Motschul8ゆ

（lex‥三浦）

Ⅷジョウカイボン科Cantharidae

33．クロヒメクビポソジョウカイPodαr〟∫〝氾わん彿oiくわ∫KieSeI脚etter

（lex．，三浦）（1♀，高井）

34．キンイロジヲウカイT娠m相の壷叫秘桁Kiesenwetter

（lex‥三浦）

35．ジョウカイボンAthemussuturellusluteiPennisKiesenwetter

（lex‥高井）

36．セポシジョウカイAthemusvitellinusKiesenwetter

（lexり高井）

Ⅸベニポタル科Lycidae

37．テングベニポタルPJα秒Ci∫批び〟細KieseIⅣetter

（lex‥高井）

Ⅹジョウカイモドキ科Me．lyridae

38．クギヌキヒメジョウカイモドヰEbaasoblongulus・Kiesenwetter

（1古2♀♀．高井）

刀ケシキスイムシ科NitiduIidae

39．コクロチビハナケシキスイ励彿蜘densurticaeFabricius

（4exs‥高井）

40．・キベリチビケシキスイ〟gJなど′旋∫℃磁心椚胤FReitter

（lex‥高井）

41．ハハビロヒラタケシキスイ伽rαgdChrαReitter

（2eヌB‥高井）

42．カクアシヒラタケシキスイ伽和のあg7卿・iSjab呵

（lex‥高井）

43・キイロセマルケシキスイ伽んrdm〟∫あ・∫dわReitter

（lex‥三浦）（2exs．，高井）

44．ドウイロムクゲケシキスイノkgんわ∽此花g如柁わReitter

（3exs‥高井）

45．マエアカムクゲケシキスイAg毎期αβαUicoJJわReitter

（lex‥高井）
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XRキスイムシ科Cryptophagidae

46．クロモンキスイCり′卸妙短gzJ∫ゐcorα′揖Reitter

（1ex．，高井）

I瓜キスイモドキ科Byturidae

47．ズグロキスイモドキβッ〝r〟∫αricoJJわReiHer

（3exS．，高井）

珊テントウムシ科Coccinelliidae

48．コクロヒメテントウgcy和昭βi∫んiゐiAraki

（1ex‥高井）

49．ハレヤヒメテントウP∫gd0呵抑棚∫ん抑蕗㍉賄ise

（lex‥高井）

50．クロ、ソヤテントウggrα乃gね刑．わや朗寝相肌ChaDin

（1♀，高井）

51．テントウムシ上bmo柁iααのridi∫Pallas

（lex‥高井）

52．ナナホシテントウCoccinellaSePtemPunctatabruckiiMulsant

（lex‥三浦）

53．ヒメカメノコテントウP7吻IeahPonicaThnberg

（lex‥三浦）

ⅩVゴミムシダマシ科Tenebrionidae

54．ヒメマルクビゴミムシダマシTαr♪eJαg毎脚油んLewis

（lex‥高井）

ⅩⅥハムシダマシ科Lagriidae

55．アオハムシダマシノレ沌γ0〝∽cm彿ridi∫∫i〃亀αLewis

（lex‥三浦）

56．ナガハムシダマシ肋Jαgriα7頑r〝乃乃eαM孔rSeul

（8exs‥高井）

XVIクビナガムシ科Cephaloidae

57．クビナガムシC功kJoの如払mMotschuls吋

（1ex‥高井）

XVKナガクチキムシMelandryidae

58・月兢融叩画“・仰げ彿励磁Sasa．ii

（lex‥高井）

59．ビロウドホソナガクチキムシP九gogo的場0山川mLewis

（lex‥高井）
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60・アオオビナガクチキムシOJクんyd〝i川ねJi∫Lewis

（1令1♀．餃島）…‥エゴノヰの花上より得られた。

ⅩⅨハナノミダマシ科Sc＿raptiidae

61．クロフナがタハナノミノ短“痴j〝玖”銅のCsiki

（lex‥高井）

62．キイロフナがタハナノミA乃d∫♪わんfgoJdMarseul

（2exB‥高井）

ⅩXカミキリモドヰ科Oedemeridae

63．アオカミキリモドキjb乃′血好あれ）α認Id′〝玩giHarold

（1♀．高井）

64．カトウカミキリモドヰⅩ立花がわdr。α鳥α紬iKonD

（1♀．高井）

65．アオグロカミキリモドヰA∫CJm乃ig7・OCyα乃gαLewis

（lex‥高井）

66．フタイロカミキリモドキOedg桝grO乃α∫gJ〝αJわMarseul

（1谷，三浦）

Xnニセクビポソムシ科ArLeridae

67・マダラニセクビポソムシ乃bJGde乃〟∫α刑α鮎JわSahlb㌣

（lex‥高井）

Ⅹ1Ⅲカミキリムシ科CeTarnbycidae

68．ヰノ＼ネニセハムシバナカミキリエビ刑〝hdh頭痛邪Ba．te声

（2ex‥木野田）（lex‥鮫畠）（2exs‥三浦）（lex‥高井）

69．ヒナルリハナカミキリAL：maeqPsminutaGebler

（lex‥高井）

70．ヒメハナカミキリPが0乃αの唆〟ααBa，teS

（1谷，木野田）

71・ナガパヒメハナカミキリPido乃idi∫ig乃げgr〃fBates

（1古2♀♀，2ex‥木野田）（1谷，遠嶋）（43含2♀♀，三浦）（6省令4♀♀，

高井）（1♀，西野）

72・ニセヨコモンヒメハナカミキリPidoniasimillimaTOhbayashietI軸ashi

（1♀．木野田）（1古1♀，三浦）（2古谷，高井）

これは本種の大隅半島からの初記録であり，同時に，従来の分布南限（霧島山）を更新す

るものと思われる。

73．トサヒメハナカミキリPido前α（攻打の海相ねK虞氾ki

（5省令5♀♀，木野田）（7古谷11♀♀，三浦）（93311♀♀．高井）
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これは本種の高隈山からの新記録になると思われる。

74・ブタオビノミハナカミキリPゐiα如ほ〃壷SoIsky

（1省，2exs‥木野田）（6吉省2♀♀．三浦）（4省令1♀，高井）（1♀，西野）

他のハナカミキリなどが目なたの花に多く集まるのに対し，本種は日陰のバクサンボクに

多く訪花するようであった。

75．チャイロヒメハナカミキリ′Pねわ磁おく九重〃わKraats

（5古書3♀♀，2e刃．，木野田）（12令書7♀♀，三浦）（10古書18♀♀，高拝）

（lS1♀，lex‥西野）

76．ヘリウスパナカミキリ乃rr九0乃ααg′icoOrBates

（1♀，高井）

77．ヤツボシバナカミキリんゆ細れ2（細川胤ねPanZer

（lex‥木野田）

これは本種の高限山からの新記録になると思われる。

78．ヒメクロトラカミキリ鼎板碑の旭（蕗壷勒ねBates

（2exs‥三浦）

79．トゲヒゲトラカミキリ上）gmo乃αJrα乃∫iJわBates

（2exs‥鮫島）（4exs‥三浦）

80．シロトラカミキリfbrαCy〟∫ggC〟わ〟∫Bates

（1令1♀，鮫島）

81．ヒトオビアラゲカミキリR毎如k制五「抑前肛通知Blessig

（lex‥木野田）

82．ヒゲナガモモブトカミキリACd〝′ゐα彿〟∫grJ戯∫Orig乃βJわOhbayashi

（1♀．木野田）

これは本種の大隅半島からの新記録になると思われる。

XXmマメゾウムシ科Bruchidae

83・ネムノキマメゾウムシβnm摘心訪ねり・，如けγの朋“Sharp

（3exs‥三浦）（lexs‥高井）

84・シリアカマメゾウムシ月r〝C最d祝∫〟rα乃〝∫Sharp

（llexs‥三浦）（5exs‥高井）

XXⅣハムシ科Chrysomeridae

〈ノヽ85・キイロナガッツハムシぶ〝∽rα肺7玩αの軸卸間朝雨Chujo

（lex‥高井）

86・ドゥガネッヤハムレ00勒Or卸元か∫Cゆ用の鋸Baly

（aexs‥高井）
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87．アカガネサルハムシAcrolhiniungaschkevitchiiMotschulsky

（2exs．，三浦）（5exs‥高井）（lex‥西野）

88．マダラカサハラムシpg〝り山花αカ∫Cic〟ααBaly

（lex‥高井）

89・セアカケブカサルハムシムックg∫接g∫′〟U〟∫Baly

（lex‥高井）

90・コガタルリハムシGα∫zroクんγ∫αα′rocyα乃eαMotschuls吋

（2exs‥高井）

91．フジハムシGo花OCg花αr〟r葎e乃乃hBaly

（lex‥高井）

92．クロウリハムシA〟αCOクんorα乃igr葎e〝乃hMotschulsky

（2exs‥高井）

93・アトボシハムシParideaangulicollisMotschulsky

（2exs．，三浦）（3exs‥高井）

94．キバネマルノミハムシ月間葎yJh刀αU葎g花乃わBaly

（4exs‥三浦）（4exs．，高井）

95．アカリヾネタマノミハムシ∫痴αgrOdgrmα乃igricogJgJacoby

（lex‥高井）

96．ルリマルノミハムシⅣ0〝αr純γαCyα乃g〟刑Baly

（lex‥高井）

XXVオトシブミ科Attelabidae

97．クチプトチョッキリム〝∫Orrんy乃Cんかど∫rgUiro∫rhRoelofs

（lex‥三浦）

98．カシルリオトシブミE〝0ク∫頭ん胱五九Voss

（lex‥三浦）

99．ヒメコブオトシブミ者軸m血幼壷絆の＿如裾那Voss

（1ex‥三浦）（lex‥高井）

100．ヒメクロオトシプAクOdgr〟∫gry沌rogα∫erVollenhoven

（3exs‥高井）

XXⅥゾウムシ科Curculionidae

lOl・キュウシュウヒゲボソゾウムシPんyJoののrO〟乃dicoZJわRoelofs

（1ex‥高井）

102．アトモンヒョウタンゾウムシAmy∫Jαr∫α紬乃〟∫Nakane

（5exs．，三浦）
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103．オビモンヒョウタンゾウムシA〝1ツ∫αJカ∫Cα〟∫Roelofs

（lex‥三浦）

104．ホソアナアキゾウムシムboの〟∫ピ0乃gお′〝∫Roelofs

（lex‥高井）

105．ヒメクチカクシゾウムシぶッroJgJ〟∫〟〝妨ro∫〟∫RoeloJ．S

（1ex‥高井）

106．ヰイチゴトゲサルゾウムシCg〝′んorr毎〝Cんidi〟∫んッ如CrわdHustache

（lex‥高井）

107．セダカシギゾウムシC〟rCの石フC明細化肌；Roelofs

（lex‥高井）

ⅩⅩⅦキクイムシ科Scolytidae

lO8．ミカドキクイムシScolytoplatypusmicadoBlandL’ord

（1♀，高井）

以上，学名・配列は原色昆虫大図鑑u（北隆館）および同追補正誤表にほぼ従った。

採集年月日は全て．1980年5月3E】－5日であるので省略した。

〔三　浦〕

膜　週　目　HYMENOPTERA

l　コシプトハナパチ科　Anthophoridae

l．ニッポンヒゲナガハナバチ　Tgrrd0乃α　乃葎♪0柁e乃∫h Pdrez

rl令1♀，4．Ⅴ，高井）

Ⅲ　ミ、ソバチ科　Apidae

2．コマルハハ′ヾチ　80刑あの・αmk那　Smith

（1♀，4．Ⅴ，高井）

3．セイヨウミツバチ4両∫　mgJJTgrα　Linn‘

（1♀，4．V，高井）

〔　高　井〕
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半　効　目　　HEMIPTERA

1マルカメムシ科Plataspidae

l．マルカメムシCoptosomapunctissimusMontandon

（lex‥4．Ⅴ．小林）（3exs‥5．Ⅴ，小林）

Iカメムシ科Pentatomidae

2．ムラサキシラホシカメムシEy∫αrCOrわαJαzBreddin

（lex‥4．Ⅴ，小林）

3．アオクサカメムシⅣggαrαα花白の緒川はαScott

（1ex‥5．Ⅴ，小林）

4．ハナダカカメムシヱわあ0秒∫鳥yiαrggic〟Jα′αBallas

（lex‥5．Ⅴ，田窪）

皿、ソノカメムシ科Acanthosomatidae

5．ハサミツノカメムシAcα柁′ん0∫0〝∽αのゐroide∫Jakovlev

（lex‥4．Ⅴ，小林）

6．エサキモンキツノカメムシぶα∫rdgααg∫α鮎iHasegawa

（1ex‥5．Ⅴ，高井）

Ⅳヘリカメムシ科Coreidae

7・ホシハラビロへリカメムシガ0〝0gOCgrの〟乃如乃Cα〟∫Thunberg

（2exs‥4．Ⅴ，小林）（lex‥5．Ⅴ，高井）

Ⅴナガカメムシ科Lygaeidae

8．スコットヒョウタンナガカメムシ1ケ0∫0mOe〟∫∂r〟乃乃g〟∫Scott

（1ex‥5．Ⅴ，小林）

9．オオモンシロナガカメムシ〟gocん〟∫α抽rguα〟∫Scott

（lex‥5．Ⅴ，小林）

Ⅵサシガメ科Reduviidae

lO．クビグロアカサシガメ月bg椚α00eCんαdgJ蕗〟α（Distant）

（lex‥4．Ⅴ，高井）

〔小林〕
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ト　ン　ボ　目　ODONATA

Tカワトンボ科Calopterygidae

l．カワトンボ〟乃αわ∫rigα′αSelys

（13，4．Ⅴ，田窪）（1♀，3．Ⅴ，高井）（1含．4．Ⅴ．高井）（2合音，24－

26，Ⅴ，上原）

Iサナエトンボ科Gomphidae

2．ヤマサナエGoのクん〟∫刑eJαβ乃坤∫Selys

（1♀，5．†，高井）

3．クロサナ工かαUidiの′〟Jiαガ∽Fraser

（1含，3．Ⅴ，田窪）（1♀，4．Y，高井）

〔上原〕

〔短　報〕
トビイロヒメテントウの鹿児島県からの記録

高井泰（理学部1年）

トビイロヒメテントウぶり川”用り（ぶCッ椚乃〟∫）如gα乃祝∫Lewisは，本州・九州に分

布するが，福岡県英彦山を除けばその個体数は少なく，筆者は鹿児島県での採集列を知らない。本

種を鹿児島県で採集しているので報告する。

鹿児島県大口市十曽1980年5月11日1頭高井採集
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1980年粟野採集報告

小林真澄（水産学部3年）三浦幹夫（理学部2年）

高井泰（理学部1年）編

1980年の新入生歓迎合宿は，例年どうり，姶良郡粟野町栗野岳温泉閻辺で行なわれた。期間

は，1980年6月21日（土）22日（日）の両日であるが．ここでは，部員の個人採集の記録

も含める。但し．採集年は全て，1980年である。

目録は，甲虫目，半麹目．膜麹目．脈麹目を掲載した。本来なら蝶も掃載の予定であったが，高

隅合宿・屋久島合宿の蝶の目録と共に，その下原稿（部員各人から提出された採集目録）も含めて

火災のため焼亡してしまったので，残念ながら掲載できない。そこで，一応，栗野合宿の際の蝶の

採集品として注目すべきクッパンルリシジミCeJα∫′ri乃α（わん甘ねMooreについて，簡

単に触れておく。これは．22日午後1時過ぎ，栗野岳源泉から牧場へ行く途中の橋のたもとの，

合宿中降り続いた雨が作った水溜りに，1頭の雌が来ていたというもので，数人の人間がこれ

を横目で見ながら，「ど一世ルリシジミだろ」とばかりに放っておいたものを，恐るべき慧眼かはたま

た人間の運命の不可思議か，田窪先輩が採集したというもので，この時期ウスイロオナガシジミ，

ミズイロオナガシジミが発生するため，栗野を訪れる蝶鼠ま少なくないにもかかわらず，栗野での

本種の採集は実に21年ぶりという快挙であった。また．6月の雌の採集列としても初めてのもの・

で時期的にこれより早い記録は，1957年4月の高千穂峰での採集削（これは日本で最初の雌の

採集例のようである）しかない。今回の合宿で採集された個体は，県立博物館の福田晴夫先生によ

って解剖され，卵巣の未発達が確認されたと聞いている。この個体については既に二町一一成氏によ

る日本産クッパンルリシジミの総まとめ（SATSUMA（85）：1－44）の中で，表裏の写

真と共に報告されているので，そちらも参照して頂きたい。それにしても，このクッパンルリシジ

ミというのは，未だに土着種か迷蝶かもわかっていないようで，二町氏の総まとめがでた頃．帝京

の万では間も無くその生活史が解明されると無責任な期待をした人物もいたようであるが，当時有

力だった土着説も，最近ではまたまた怪しくなってきたようである。
その他の昆虫類は目録のとうりであるが，甲虫類では過去最高の32科268種を記録すること

ができた。しかし目録に収載できなかったものにも前田三千治氏のモジャモジャツチイロゾウムシ

PJe〝doんッ0の〟∫∫gO∫〟∫Morimotoなど貴重なものがあった。こういう大事な記録は，

然るべきところに報告してもらわないと，編集する側としては困るのダ。1日も早く正確なデータ

と共に報告されることを祈りたい。この他．甲虫では．ニセジョウカイボンとして今坂氏により報

告されたA接g刑〟∫ニSp．が，A．i7げ〟∫Cα紬∫であることが，今回の目録で報告された。但

し研究されたのは．中根猛彦博士と，木野田毅先輩である。また佐藤正孝博士も九重山からこの種
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に，“非常によく似て，，“おそらくその種の一万型ではないかと考えられる”という表現で記録さ

れている（北九州の昆虫21（1）：13－14，1975）。久松定成博士も．今坂氏の報文に

明し1982年の甲虫界の動向をまとめた（昆虫と自然18（3）：10－16，1983）中で

矢島・中根（1969）の報文（この中にはA．葎石目“〃鋸の原記載が含まれている）を参考

にすることを勧められている。しかし，ともあれ，酷似した2種を見分けた今坂氏の割艮もさすがである。

脈週目では記録できたのは2種に止まった。オオツノトンボは，低木の下にネットを受けて叩い

てみたところ，アリジゴクのお化けが落ちて来たので，おもしろ半分に，フイルムのケースに入れ

ておいたもので，完全に忘れた頃．ふと見てみると知らぬうちに嫡化しており，おやおやと思って

少し大き目の紙箱に放り込んでおいたところ，あれあれという内に羽化してしまった。（まるで虫

屋失椎である。）この虫が，合宿では何本も蛍光燈をつけて夜間採集をしている所に飛んできた。

このように書くと，いかにもまじめに虫を採っていたようであるが．合宿は何しろ新入生歓迎で

あって，酒宴の凄じきは恐しいもので，特に大老S氏（命が惜しいので敢えて名前を伏せる）が参

加したために．1年生の悲惨はここに極まり，ある1人はテレビアニメの主題歌のメドレーをさせ

られ，暇と言おうかこれを教えたT氏の証言によれば100曲を越えていたというが，歌った本人

はほとんど記憶が無かった様である。先に寝袋に入っていた女子部員からは（疲女等は一番遠い部

屋に居たにもかかわらず）騒々しくて寝られなかったと苦情が出た。もっとも12月にやはり粟野

岳温泉で行なわれた忘年会ではこれを遥かに上回る伝説的な事件が起きたのであるが，あまりに悲

惨なので，部内の伝説に止めて．ここでは記さないことにする。

個人的に書かせてもらえば，生研に入会して，城山の次に先妻削こ連れていってもらったのが，雫

野岳温泉であった。4月19日の車であるが．この時は初めて見たセアカオサムシに感動してしま

った。連れていってくれたのは鮫島先輩であったが，鮫島先輩が道路の側溝の深くなっている所へ

潜るようにして入って行き甲虫を探す姿には恐怖を感じた。私自身．側溝での採集は得意なつもり

でいたが，せいぜい，上から棒で側溝に貯った落葉をかき分ける位のものであった。大学は凄いと

ころだと思った。そして，同時平行的に，大学の講義に失望していき，私は1年を虫に滑費し去っ

たのであった。今でも，反省する点はいくつも思い浮ぶのだが，不思議と後悔という感情は起きて

こない。間違った1年間ではあったかも知れないが．無駄な1年では無かったような気がする。1

年生の頃，先輩に向かと世話を焼いてもらう匿に恐縮していた私は．先輩達に，お前達が先輩にな

った時には‥・と言われ，その時はそのつもりであったが，今．振り返ってみると，それから3年

がたち．後輩に何もしてやることのできなかった自分が申し訳無い恩いもする。粟野岳は，あれか

ら何度か行く機会があったが，行く度に恩わぬ種に月くわす所である。中根博士のお話では，1本

の朽木のキノコから，オオキノコムシの新種が2種も同時に採集されたそうである。雫野岳の昆虫

相の大学が判明するのは，まだまだ遠い先のことであるようだ。 〔高井〕

※合宿の参加者は記録の不備で完全に知ることができない。採集者は全て姓のみ記した。氏名に

ついては巻末の名簿を参照きれたい。前田とあるのは全て田編三千治氏のことである。
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甲虫目COLEOPTERA

lハンミョウ科Cicindelidae

l．ニワハンミョウCicindelajaPanaMotschulsky

（1省一29．Ⅳ．高井）（1古，14．†，三浦）（lS，17．Ⅵ，小林）（2♀♀，

21∵－22．Ⅵ，高井）（lex‥22．Ⅵ．西野）

2．アイヌハンミョウCici批7〆α」卯m肋汀α（五舶Lewis

（lS，29．W，高井）（2♀♀，14．†，三浦）

3．ハンミョウCicindelajaPonicaThunberg

（2exs．，21．Ⅵ，前田）（2exs．．22．Ⅵ，西野）

uオサムシ科Carabidae

4．セアカオサムシHemicarabustuberculosusDejeanetBoisduval

（1♀，19．Ⅳ，高井）（1♀，14．Ⅴ，三浦）

5．ミヤマメダカゴミムシⅣ0gioクゐiJ〟∫im♪rg∫∫げro花∫Morawitz

（1♀，19．Ⅳ，高井）

岨ゴミムシ科HarpaJidae

6．ガロアミズギワゴミムシ月g刑のdo乃gαJJoi∫iNetolitzty

（lex‥21．Ⅵ．高井）

7．オオアオミズギワゴミムシβg刑最do乃Jわ∫0乃0〝の性Bates

（2合音2♀♀．4．†，三浦）

8．アオグロヒラタゴミムシAg。乃〟mCんαJcα緒日の雅Ba．tes

（1省1♀，14．Ⅴ，三浦）（2古書3♀♀．21．Ⅵ．三浦）（1令1♀．21．Ⅵ，高井）

9・クビアカヒラタゴミムシエ0JOCrgが∫r〟∂rioJdBates

（lex‥21．Ⅵ，高井）

10．オオアオモリヒラタゴミムシCoZ♪odcsみαCl旭乃α乃iHope

（lex‥21．Ⅵ，前田）（1令1♀．21．Ⅵ，三浦）（lex‥21．Ⅵ．高井）

11・クロモリヒラタゴミムシCoJ如dg∫α′riC0甥g∫Bates

（1♀，21．Ⅵ，高井）

12．マルガタゴミムシAl別れ2（五扇の甘“Dejean

（lex‥29．Ⅳ．高井）

13．オオアトポシアオゴミムシCんJdg乃i∫micd乃∫Fabricius

（1♀，19．Ⅳ，高井）

14．フタホシヒメアトキリゴミムシエゐαぴあg∫rααMorawitz

（lex‥29．Ⅳ．高井）（lex‥14．Ⅴ，三浦）
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15・ハギキノコゴミムシα卯odg∫i花α∫鋤CαhPutzeys

（5exs‥21．Ⅵ，三浦）（lex‥21．Ⅵ．高井）

16・ヤホシゴミムシ上eわだααOg〟£ααMorawitz

（1ex‥14．Ⅴ，三浦）

17・キガシラアオアトキリゴミムシGz拓崩わん痴あRedtenbacher

（lex‥20．Ⅵ，前田）

18・オオミ、ソアナアトキリゴミムシPαrg〝α♪β1ゾordJαBates

（lex‥21．Ⅵ，高井）

19．コヨツボシアトキリゴミムシDolichoctisStriataSchmidt－G石bel

（lex‥21．Ⅵ．三浦）（lex‥21．Ⅵ，高井）

20・フタホシスジバネゴミムシPJα乃egg∫如花CficeかAndrewes

（2ex8．，19Ⅳ，高井）

21．オオクビボソゴミムシGdgrわgJαOrg乃αJhSchmidt－G竃もel

（lex‥19．Ⅳ，高井）（1古，14．Ⅴ，三浦）

Ⅳガムシ科Hydrophilidae

22・コウセンマルケシガムシ8gγα′ogo乃〝∫rgUer∫α∫Sharp

（lex‥21．Ⅵ，高井）

Vシデムシ科SiJphidae

23・クロシデムシⅣicroクんorα∫CO乃COJorKraatz

（lex‥21．Ⅵ，前田）

Ⅵデオキノコムシ科Scaphjdjidae

24・ヒメセスジデオキノコムシAJCα♪最〝間。♪√〃gLewis？

（lex‥22．Ⅵ，高井）

採集者の高井によれば，この個体は，体長4．5脚，触角末節は淡色，上麹の第6条溝は少

しくぼむ。

25・ヤマトデオキノコムシぶCα娩id〟刑αク0乃〟刑Reitter

（2exs‥21．Ⅵ，三浦）（lex‥22．Ⅵ，高井）

Ⅶバネカクシ科StaphyJinidae

26・ネアカトガリバネカクシ〟gdo乃Jg乱心わけSharp

（lex‥19．Ⅳ，高井）

27．ムネビロバネカクシAJgo′zg7・α彿私用〃わSharp

（lex‥19．Ⅳ．高井）

28・ウスチャセミゾバネカクシ〟yrg桝gCO如γα‘五郎調脚Sharp

（lex‥22．Ⅵ．高井）
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29・クビアカアリノスバネカクシZッrα∫クic紬Sharp

（lex‥29．Ⅳ，高井）

Ⅷクワガタムシ科Lucanidae

30・ミヤマクワガターh“抑“1瑚朋有彷彿〝融加トMotschulsky

（2古谷，20、21．Ⅵ，高井）（2♀♀，21．Ⅵ．前田）（13，22．Ⅵ，西野）

（1令，4．Ⅶ．大坪）

31・ノコギ．）クワガタProsopocoilusincliwusMotschulsky

（13．21．Ⅵ，木野田）（1令，23．Ⅵ，西野）

32．コクワガタ〟bcrodorcα∫rgC血相Motschulsky

（3，21．Ⅵ，前田）（1令，4．Ⅶ，大坪）

Ⅸセンチコガネ科Geotrupidae

33・オオセンチコガネGeotrupesauratusMotschulsky

（lex．，14．Ⅴ，三浦）

Ⅹコガネムシ科Scarabaeidae

34・ダイコクコガネCoクrisochusMotschulsky

（lS，20．Ⅵ，高井）

35・ゴホンダイコクコガネC坤nhl‘汀私山辺の”・Motschulsky

（1令，21．Ⅵ，守山）

36．カドマルエンマコガネ07緑ん0♪んαg〟∫g乃giiHarold

（1令，21．Ⅵ，高井）

37．セスジカクマグソコガネRhyparusaR：umaiNakane

（1ex‥21．Ⅵ，前田）（3exs‥21．VI，高井）

38．ヒメアシナガコがネE〃わ川短ゆ拓2‘息ゐ佑紬Motschulsky

（4exs‥21．Ⅵ，高井）

39．ビロウドコガネ〟αJddgrαJα♪0乃icαMotschulsky

（lex‥21．Ⅵ，三浦）

40．カミヤビロウドコガネ肋Jαggrα鳥dmiッαiSawada．

（lex．，14．Ⅴ．三浦）

41．マルガクビロウドコがネ朋bJ蝕ggrα∫gCrgJαBrenske

（lex‥21．Ⅵ，三浦）

42．ヤマトヒゲナガビロウドコガネ？ggridz花序わ乃icαNomura．？

（lex‥21．Ⅵ，前田）

43．オオカンショコガネA♪og。乃iα椚αJo7・WaterhollSe

（lex‥21．Ⅵ，前田）
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44．クリイロコガネ〟irが誼dCα∫α〝βαWaterhouse

（1ex‥21．Vl，高井）

45・ナガチャコガネHeptophyllapiceaMotschulsky

（lex‥21．Ⅵ，前田）

46．マメコガネj㌔〆／／iαノα如〝icαNewmann

（lex‥21，Ⅵ．高井）

47．コイチャコガネAdorgな∫g〝〟刑dC〝α〟∫Waterhouse

（lex‥29．Ⅳ，高井）（lex‥21．Ⅵ，高井）（lex‥22．Ⅵ，西野）

48・コガネムシ〟i〝好Jα∫♪Je鋸kのGyllenhal

（2省令，20．Ⅵ，前田）（2舌苔，20－21，Ⅵ，高井）

49．ヒメスジコガネ財わ乃gα′α〟iαr∫Waterhouse

（3e鵠‥20－21，Ⅵ，前田）（4exs‥20．Ⅵ，高井）

50．タケムラスジコガネ〟i17紀和．山元の捌析前Sawa－da

（1含1♀，21．Ⅵ，前田）（lex‥21．VI，高井）

51．ヒラタアオコガネA乃0〝砲αOCHg∫CO∫ααBurlneister

（lex‥29．Ⅳ，高井）（lex‥21．Ⅵ，高井）

52・オオスジコガネA乃0mαJαCO∫ねねHope

（lex‥21．Ⅵ，前田）

53・スジコガネA乃0mααg∫αCg葎g∫Motschulsky

（lex‥20．Ⅵ，前田）（lex‥21．Ⅵ，高井）（2exs‥22．Ⅵ，西野）

54・アオドゥガネA乃0仇ααα接0クio∫αHope

（1♀，20．Ⅵ．前田）（5exs‥20－21．Ⅵ，，高井）（3e刃‥22．Ⅵ，西野）

55．ヒメコガネA7zOmαJαr〟′oc〟かβαMotschulsky

（1ex‥21．Ⅵ，高井）

56．ツヤコガネA〝0刑αJαhCg〝∫Ballion

（2exs‥20．Ⅵ，前田）（4exs‥20．Ⅵ，高井）（lex‥21．Ⅵ．三浦）

57．セマダラコガネBlitoperthaorienlalisWaterhouse

（lex‥29．Ⅵ，水主）

58．ヒラヤハナムブリNif）f）0710ValguSa71gtLStiC0llisWaterhouse

（lex‥29．Ⅳ，高井）（2ex‥22．Ⅵ，高井）

59・ハナムグリCg紬乃iα♪iJげgrαMotschulsky

（1♀，11．Ⅴ，三浦）

60．コアオハナムグリ0二ryCgg0乃iαノ〟C〟花ゐFalder∬nann

（lex‥29．Ⅳ，高井）（2exs‥21．Ⅵ，高井）
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Ⅶタマムシ科Buprestidac

61．シロオビナカポソタマムシCorαgあ〟∫卵胞か前曲九ム汀のMotschulsky

（lex‥21．Ⅵ，高井）

62．ミドリツヤナガタマムシAg7引∽：彿蝕承融昭Obenber即r

（lex‥29．Ⅳ，高井）

Ⅶコメ、ソキムシ科Elateridae

63．オオサピコメッキAd0秒如JlmαgゑJ柁iiCandとze

（lex‥21．Ⅵ，前田）（lex‥2乙Ⅵ，西野）

64．サビキコリAgrッ加〟∫の乃Od〟〟SMotschulsky

（2♀♀．21－22．Ⅵ，高井）

65．ムナビロサビキコリAgrypnuscordicollisCandとze

（2ex‥14．Ⅴ，三浦）（lex‥21．Ⅵ，三浦）

66．ホソサビキコリAdd“判叩．わ有gi乃0∫〟∫Candもze

（1谷，21．Ⅵ．高井）

67．ヒゲコメッキPgc紬Cgm′orかの別豆Candもze

（4舌苔1♀，20－21．Ⅵ，前田）（1♀，21．Ⅵ，三浦）（1Sl♀．21．Ⅵ，

高井）（lex‥22．Ⅵ，西野）

68．オオヒラタコメッキggJαの0m〟∫乃0αのJhCand占ze

（lex‥20．Ⅵ，前田）

69．ミドリヒメコメッキ1′〟iJJg紬∫Uiridi∫Lewis

（lex‥14．V，三浦）

70．オオバナコメッキかicro乃yCん〟∫乃0待〟5Candもze

（1ex‥21．Ⅵ，高井）

71．アカハラクロコメッキA〝ゆgdお∫んγ如g也∫ric〟∫Candもze

（1♀，21．Ⅵ，高井）

72．クロツヤハダコメ、ソキP∫川上血′ん0〟∫∫eCg∫∫〟∫Cand抗e

（lex‥22．Ⅵ，高井）

73．ヒメクロ、ソヤハダコメ、ソキア∫g〟dd純0〟∫dgSgrOrCandさze

rlex‥21．Ⅵ，前田）（lex‥22．Ⅵ，高井）

74．ムネスジダンダラコメ’ソキ月brm花〟∫∫乃g〟αrわLewis

（lS，21．Ⅵ，高井）

75．キバネホソコメ・ソキpoggro∫0〝〟∫grαCiH∫Cand占ze

（1谷1♀，29．Ⅳ，高井）

Ⅹlホタル科Lampyridac

76．カタアカホタルモドキβriα∫grαJiJαrhKiesenwetter
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（lex‥21．Ⅵ，高井）

77・オバボタルLucidi71abiplagiataMotschulsky

（lex‥21．Ⅵ，三浦）（lex‥21．Ⅵ，高井）

78．オオマドポタル軍曹OCOeJddわcicoIJわKiesenwetter

（1古，21．Ⅵ，三浦）（lex‥22．Ⅵ，高井）

79．ヒメボタル月‘0αrα♪αγも略lαKiesenwetter

（1令，21．Ⅵ，三浦）

ⅦVジョウカイボン科Cantharidae

80．クビボソジョウカイPodabrushe3deniKiesenwetter

（lex‥29．Ⅳ，高井）

81．チビクビポソジョウカイPoゐbrusochraceusKiesenwetter

（1令，19．Ⅳ，高井）

82．クロヒゲナガジョウカイPodabrinusmodestaKiesenwetter

（1♀．lex‥21．Ⅵ，高井）

83．ヒメキンイロジョウカイThemuSmidasKiesenwetter

（1♀，29．Ⅳ，高井）（1含1♀，21．Vl，高井）（lS，22．Ⅵ，高井）

84．ジョウカイボンA′ゐg椚〝∫∫〝′〟re路の。払加痢湖南Kiesenwetter

（1令，29．Ⅳ，高井）

85．ニセジョウカイボンAthmSi7dhcatusYajimaetNakane

（lex‥14．Ⅴ，三浦）（1♀，24．Ⅴ，高井）

同定は中根猛彦博士，ならびにその許でジョウカイボン科の分類について研究された，本

会の先輩・木野田毅氏による。本種の鹿児島における分布については，木野田氏による鹿児

島昆虫同好会総会での発表（配布資料共，1981年）がある。前種とよく似ている。今坂

（1982）月刊むし（138）：24－26の二セジョウカイボンA．Sp・は本種と考

えられるので上記和名を用いる。

86．マルムネジョウカイPro′んe椚〟∫Ci〟∫iα乃〟∫Kiesenwetter

（2exs‥29．Ⅳ，高井）（lex‥24．Ⅴ，高井）

87．ヒメジョウカイj払αgO乃yCんαJdク0乃icαKiesenwe‖erニ

（2exs‥29．Ⅳ，高井）

ⅩVベニポタル科Lycidae

88．クシヒゲベニボタル〟αCrOZッCん〟∫′JαみeJJα′〟∫Motschulsky

（2古谷，21．Ⅵ，高井）

89．ホソベニポタルル払Oy湖∫αrOr〝カ∫Kiesenwetter

（lex‥21．Ⅵ，高井）
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ⅩⅥカツオブシムシ科r）ermestidae

90．チビケカツオプシムシTナi形Odg∫r吼わJcg柁SReitter

（lex‥22．Ⅵ，高井）

ⅩⅧカッコウムシ科Cleridae

91．キオビナガカッコウムシ0♪iJocαrわはわのLewis

（lex‥14．Y，三浦）（lex‥21．Ⅵ．三浦）

92．ムナグロナガカッコウムシ（わiJo7け如拙kのLewis

（lex‥21．Ⅵ．高井）

ⅩⅧジョウカイモドキ科Melyridae

93．アオグロケシジョウカイモドキ刀晦姉の．料如㈲kのKicsenwetter

（lex‥29．Ⅳ，高井）

ⅩⅣケシキスイムシ科Nitidulidae

94．アカハラケシキスイエ蕗rodOrr〟′iUg柁rhReitter

（lex‥21．Ⅵ，高井）

ⅩⅤオオキノコムシ科Erotylidae

95．カタベニチビオオキノコムシTr紬の惚αr如r′αrαLewis

（lex‥22．Ⅵ，高井）

96．ミヤマオビオオキノコムシ属クi∫Cα如αgOrんα研iLewis

（lex‥21．Ⅵ，三浦）

1Ⅵテントウムシ科Coccinellidae

97．コクロヒメテントウgcy刑花〟∫わんidαiAraki

（lex‥29．Ⅳ．高井）

98．クロヒメテントウぶcy椚用∫J毎か”行の”Weise

（1ex‥19．Ⅳ，高井）（lex‥29．Ⅳ，高井）

99．7タホシテントウ月ッ如rα∫♪わα如花icαCrotch

（1♀．29．Ⅳ，高井）

100．クロ・ソヤテントウggrα乃gi〟mjα如乃ic〝mChapin

（4exs‥29．Ⅳ，高井）

101．オオフタホシテントウ五g抑前α，最オkgiαねSwartz

（lex‥20．Ⅵ，前田）

102．カメノコテントウAioJocαriα九g．ごα∫クiJo′αHope

（lex‥21．Ⅵ，高井）（lex‥22．Ⅵ，西野）

103．テントウムシガαrm0乃ααgyridhPallaS

（2ex‥29．Ⅳ，高井）（lex‥21．Ⅵ，前田）（lex‥21．Ⅵ，三浦）

（3exs‥21．Ⅵ．高井）
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104．ナナホシテントウCocc花eJα∫g♪g／ゆ〟乃Cααr〟C揖iMulsant

（lex‥21．Ⅵ，前田）（1ex‥21．Vl，高井）

105．ジュウニホシテントウG面前（払粛“前脚掛川広のα二卿の京Nakane

（lex‥21．YI，前田）

106．ムーアシロホシテントウ且ocαriα刑〟iriTimberlake

（lex‥19．Ⅳ，高井）．

107．ヒメカメノコテントウルq如IeajaponicaThLlnberg

（2exs‥29．Ⅳ，高井）（lex‥22．Ⅵ，西野）

108．ウンモンテントウA机〟わ・カ乱れ甥わLewis

（lex8．，21．Ⅵ，高井）

109．シロホシテントウⅤ蕗迂αが〟Odgcmg〝日α′αPoda

（2exs‥29．Ⅳ，高井）

ⅩⅦテントウダマシ科Endomychidae

llO・キポシテントウダマシめcg′乃αα椚αのJわGorham

（lex‥24．Ⅴ．高井）

採集された個体は，上辺の2対の赤紋の内，前方の1対は縮少してへの字状に近く，後

方の1軸まやはり縮少して．暗色の中点をわずかに残すのみとなりf．ん〟mgrOクic紬

Nakaneに近い。（高井）

ⅩⅧヒメマキムシ科Lathridiidae

lll．ウスチャケシマキムシCorg乃icαrαg柏のαHerbst

（lex‥29．Ⅳ，高井）

ⅩⅣホソカタムシ科Colydiidae

ll2．ノコギリホソカタムシ且乃do♪ゐJog〟∫∫g77戚〟∫Sharp

（1ex‥14．Ⅴ，三浦）

113．ダルマチビホソカタムシP∫川ゐ細り前払∫J川前前Wolla，StOn

（2e灘．，22．Ⅵ．高井）

ⅩVゴミムシダマシ科Tenebrionidae

l14．クロホシテントウゴミムシダマシかgri∫〆α〝旭川け如m貢Marseul

（lex‥22．Ⅵ，高井）

115・マル’ソヤキノコゴミムシダマシPlatydemakuramaNakane

（2♀♀，21．Ⅵ．三浦）

116．ヒゴキノコゴミムシダマシPJα軸dgmαんigo乃i〟甥Lewis

（3♀♀，21．Ⅵ．三浦）

上記2種はよく似るが，体形および上麹の点刻の状態に差が兄い出せたためこの取扱い

をした。
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117．ナガニジゴミムシダマシCgro＿如・iαi花ゐfdWiedemann

（6exs‥21．Ⅵ，三浦）（3exs‥22．Ⅵ，高井）

118．イクビゴミムシダマシ先r如Jαみr〟乃調gdMarSeul

（3exs‥14．Ⅴ．三浦）

119・ヒメマルクビゴミムシダマシTdrかJdgJegd乃紬JdLewis

（lex‥29．Ⅳ，高井）（2ex8．，14．Y，三浦）（1ex‥21．Ⅵ，高井）

120．マルムネゴミムシダマシTdr♪gJαCOrdお0〃わMarseul

（3古書，14．†，三浦）（1令1♀，20．Ⅵ．前田）

121・ヰマワリ（九州亜種）Pわ∫0娩待α∽〟∫乃ig7・OCyα乃g〟∫α即日㌫Ⅳ∫Motschul

Sky

（aexs‥21－22．Ⅵ．高井）

122．クロナガキマワリぷgro乃gyJ九m・乃末卸切れ川鍋Lewis

（lex‥21．Ⅵ，三浦）

123．ウスイロゴミムシダマシgro乃gyJ〟mrgUicor乃gLewis

（lex‥21．Ⅵ，三浦）

124．コマルキマワリEJiJ0紬C〟rUαMarseul

（lex‥21．Ⅵ，三浦）

‡Ⅵハムシダマシ科Langriidae

l25．ハムシダマシエαgriαUgrUgJMarseul

（8exs‥20－21．Ⅵ，前田）（2♀♀，21．Ⅵ．三浦）（1♀，22．Ⅵ，高井）

126．アオハムシダマシArfんro刑αCrαUiridi∫∫imαLewis

（lex‥29．Ⅳ，高井）

127・ナガハムシダマシ〟αCrOJdgriαr〟′0みr〟乃乃gαMarseul

（lex‥14．Ⅴ，三浦）

ⅩⅦクチキムシ科A＝ecu＝dae

128・オオクチキムシAJJgc。αノお顔わ紗∫αM孔klin

（1♀，21．Ⅵ，小林）（lex‥21．Ⅵ，三浦）（lex‥21．Ⅵ，高井）

129．クリイロクチキムシβororg∫沌g∫αCic〟αrhMarSeul

（lex．，21．Ⅵ，高井）

130．トビイロクチキムシ月orあorの′ん∫Cr〟rαJi∫Marseul

（7exs‥21．Ⅵ，前田）

131・アカバネヒメクチキムシ埋四g乃αJαr〟′葎g乃乃hMarSeul

（2♀♀．21．Ⅵ．前田）

132．ツヤバネヒメクチキムシ伽g乃αJiα〟乃icoJorNakane

（lex‥24．Y，高井）（7古谷5♀♀，21．Ⅵ，前田）（lex‥21．Ⅵ，高井）
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133．キイロクチキムシCg乃i、坤乃〟∫んツタocrわα′Marseul

（2古谷2♀♀．21．Ⅵ，前田）（1令1♀，21－22．Ⅵ．扇井）

ⅩⅧアカバネムシ科Pyrochroidae

134．オオクシヒゲビロウドムシ？P∫g〟dodgmm前払上前如雛那hLewis？

（lex‥21．Ⅵ，前田）

135．オニアカリ＼ネムシP∫g〟d坤yrOCんroαJα♪0乃icαHeyden

（4exs．，29．Ⅳ，高井）

ⅩⅨナガクチキムシMelandryidae

136．ビロウドホソナガクチキムシ視ogo門脇0hc〟rαLewis

（3exs‥14．Ⅴ，三浦）

ⅩⅩカミキリモドキ科Oedemeridae
′ヽ

l37．カトウカミキリモドキⅩα柁沌ocんroααOiKono

（2古谷2♀♀，21．Ⅵ，三浦）（1谷1♀，21．Ⅵ，高井）

138．キイロカミキリモドキⅩα乃沌ocr0αんiJgrHarold

（1含，21．Ⅵ，三浦）（2♀♀，21．Ⅵ，高井）

ⅩXTツチハンミョウ科Meloidae

139．ヒメ、ソチハンミョウMuoecoarctatusMotschulsky

（1♀，24．Ⅴ，高井）

140．マルクビ、ソチハンミョウ腸JoecorUi乃〟∫Marseul

（1♀．19．Ⅳ．高井）

ⅩⅩ甘アリモドヰ科Anthicidae

l41．アカホソアリモドキ血′最C〟∫ルgie花∫Ma′rSeul

（1谷，29．Ⅳ，高井）

ⅩⅩ瓜ニセクビポソムシ科Aderidae

142．アシマガリニセクビボソムシぶッgeo柁dhor〟∫ChamplOn

（lex‥21．Ⅵ，高井）

ⅩXNカーミキリムシ科Cerambycidae

143．ウスバカミキリ〟egoクhJ乃ZcαWhite

（1♀，30．Ⅶ，木野田）（1♀．30．Ⅶ．鮫島）（1令，14．Ⅷ，鮫島）

144．ノコギリカミキリPrionusinSulariSMotschulsky

（1古，25．Ⅶ，木野田）（2古谷1♀，30－31．Ⅶ，木野田）（1♀．5・Ⅷ，鮫畠）

145．コバネカミキリP∫坤んαCのremgセrHayashi

（lex‥31．Ⅶ，木野田）

146．クロカミキリ∫♪0乃dyJわ坤rg∫Oide∫Linnd

（lex‥4．Ⅶ，大坪）（20芯‥31．Ⅶ，木野田）
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147．ツシマムナクポカミキリCgj娩dJαJJ〟∫〃乃icoJorGahan

（2exs‥31．Ⅶ，木野田）

148．ホソカミキリかi右目用豆dgrdciJわBleSSlg

（1♀，21．Ⅵ．三浦）（lex．22．Ⅵ．西野）（2exs‥30－31．Ⅶ，木野田）

149．カラカネハナカミキリGα〟rOfg∫do7・i∫Bates

（lex‥11．Ⅳ．木野田）（lex‥19．Ⅳ．木野田）

150．キバネニセハムシバナカミキリ山間のα（血頑壷のBateS

（lex‥15．Ⅳ，木野田）（7exs‥19．Ⅳ．木野田）（7exs‥29．Ⅳ，高井）

151・ヒナルリハナカミキリAc椚αgOか刑わ閃〟αGebler

（6exs‥15．Ⅳ，木野田）（2exs‥19．Ⅳ．木野田）（lex‥29．Ⅳ．高井）

152．オオヒメハナカミキリ」町筋摘心α鮮血脇か壷Bates

（lex‥15．Ⅳ，木野田）（6e喘．，12．Y，木野田）（lex‥14．Y，木野田）

153．ナガ′ヾヒメハナカミキリPido乃α∫ig花々rαBateS

（lex‥24．Ⅴ，高井）

154．ニセヨコモンヒメハナカミキリPidoniasimillimaOhbayashietHayashi

（2♀♀，14．Y．三浦）

155．セスジヒメハナカミキリ．n城川九日間劇血血Bates

（13，15．Ⅳ，木野田）（1令，19．Ⅳ，木野田）

156．トサヒメハナカミキリPd邪ααゆroJ〝旭αKuboki

（1♀，19．Ⅳ，木野田）（lex‥29．Ⅳ，高井）

157．チャイロヒメハナカミキリPido乃iα彪iJi∫Kraatz

（lex‥11．Ⅳ，木野田）（1♀，14．Ⅴ，三浦）（1ex‥21．YI，前田）

158．ヘリウスパナカミキリPッrro乃ααgわcoBateS

（1♀，29．Ⅳ．高井）

159・クロバナカミキリエピタ祝rα〟g純0ク∫Poda

（lex‥11．Ⅳ．木野田）

160・ヨ’ソスジバナカミキリLゆtu和OChraceQfasciala，Motschulsky

（lex‥22．Ⅵ．西野）

161．オオヨツスジバナカミキリエ坤〝rαrggαJわBates

（lex‥25．Ⅶ，木野田）

162．アオパホソハナカミキリぷ手rα乃gα0刑Or♪ゐαg乃〟ねSoIsky

（lex‥21．Ⅵ，鮫島）

163．タテジマハナカミキリParastrangalisskikokensish血tsushita

（lex‥21．Ⅵ，高井）
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164．トビイロカミキリAJJofrαg〟∫∫クんαgrio花i乃〟∫Ba．tes

（1含，21．Vl，高井）（1ex‥22．Ⅵ，西野）

165・アメイロカミキリぶ紬乃Odryα∫CJαUigerαBates

（lex．，22．Ⅵ，西野）

166．トラフホソバネカミキリTんrα乃i〟∫Uαriggd紬∫Bates

（lex．，21．Ⅵ．鮫島）

167・ヒメスギカミキリ鞄αOCαJ接が〟刑γ些斤如雅Motschulsky

（1♀．19．Ⅳ，高井）（2♀♀，29．Ⅳ，高井）

168．ヨツボシチビヒラタカミキリPhymatodesquadrimaculatusGressitt

（lex‥11．Ⅳ，木野田）（8exs．，14．Ⅴ，木野田）（17exs‥14．Y，三浦）

169・シラケトラカミキリCgy紬∫勒gJαg乃〝∫Bates

（3exs‥14．Ⅴ，三浦）

170・エグリトラカミキリCんgor0♪ん0円り・、わゆ“壷““Chevrolat

（lex‥9．Ⅵ，鮫島）

171．トゲヒゲトラカミキリ上方刑01おば≠γα乃∫ZJi∫Ba．tes

（3exs．，11．Ⅳ，木野田）（3exs‥14．†，木野田）（lex‥21．Ⅵ，鮫島）

（1ex．，22．Ⅵ，西野）

172・シロトラカミキリ免れαCJ少のl∽矧短疋1htes

（lex‥1．Ⅵ，鮫畠）

173．ホタルカミキリ戊柁・〃研Ⅶ止∽White

（lex‥11．Ⅳ，木野田）

174．ベニカミキリP〟γタ〟rice乃の．れⅧ肋止別或わGu占rin－Mるneville

（1♀，14．Ⅴ，三浦）

175・ヘリグロベニカミキリP〟r如dcg乃〟∫∫クecαのJhMotsulsky

（1♀，21．Ⅵ，三浦）

粟野岳新記録種であると思われる。
176・ナガゴマフカミキリ腸∫0∫α0乃g葎g花形hBates

（lex．，4．Ⅶ，大坪）（3exs‥30－31．Ⅶ，木野田）（3exs‥31．Ⅶ，鮫畠）

177．キリシマゴマフカミキリ腸∫0∫αrriみrα地鳥iri∫ゐi〝∽乃αMatsuShita

（1含，30．Ⅶ，木野田）

178．カタジロゴマフカミキリル払∫0∫α最r∫〟αBa．tes

（lex．，10．Ⅵ，一羽化－，木野田）‥・カシワの材より

（3exs‥30．Ⅶ，木野田）（1ex‥14．Ⅷ，鮫島）

179．キクスイモドキカミキリA∫αクgrdαr祝′葎どぶBates

（2exs‥10．Ⅵ．鮫畠）（lex‥21．Ⅵ，前田）
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180．ハスオビヒゲナガカミキリCk卯仰牝紬卸はj軸甑肌止扉のBates

（lex‥21．Ⅵ，前田）（4exs‥25．Ⅶ，木野田）

181．ドゥポソカミキリP∫β批70CαJαmOの〟∫αわ乃ic〟∫Bates

（lex‥14．†．木野田）（lex‥14．Ⅴ，三浦）（2exs‥21．Ⅵ，前田）

（2exs‥21－22．Ⅵ，鮫畠）（lex‥1．Ⅶ，鮫島）

182．アトジロサビカミキリPgroの娩dg0牝がαBates

（lex‥21．Ⅵ，鮫島）

183．トガリシロオピサビカミキリPfの毎宛α“抽訪ね］鮎tes

（3exs．，5．Ⅶ，鮫島）

184．ナカジロサビカミキリ乃eroわ紡ね．れg（）∫αBa．tes

（lex‥22．Ⅵ，西野）

185．クワサビカミキリ腸∫05gJJα∫あioJαBates

（lex‥1．Ⅵ，鮫畠）（lex‥21．Ⅵ．前田）

186・マ、ソノマダラカミキリ〟0乃OCんαm〟∫αわgr乃α〟∫Hope

（lex‥14．Ⅷ，鮫島）

187・ヒメヒゲナガカミキリ強）乃OCんα〝雛∫∫〝わ毎∫Cα〟∫mgr成α乃〝∫Hayashi

（lex‥21．Ⅵ，高井）

188．ニセビロウドカミキリAcdoJg劇α∫gJ〟乃C′αBates

（4省令1♀，21．YI，三浦）（1♀，25．Ⅶ，木野田）

189．ヤハズカミキリVrdgCんαみimαC〟ん待αTholnSOn

（lex‥21．Ⅵ，前田）（1谷，21．Ⅵ，三浦）（1含．21．Ⅵ，高井）（lex‥

22．Ⅵ，西野）（2exs‥25．Ⅶ，木野田）（1ex‥30．Ⅶ，木野田）（lex‥

5．Ⅷ，較畠）

190．チャボヒゲナガカミキリⅩg砿畑扇αAmゐ五棚Bates

（3exs‥10．Ⅵ，鮫島）（1令，21．Ⅵ．三浦）（1♀，22．Ⅵ．木野田）（l

ex‥5．Ⅷ，鮫島）

191．セミスジコブヒゲカミキリRんod坤玩αJ抑止前Bates

（lex‥21．Ⅵ，木野田）（lex‥22．Ⅵ，高井）（lex‥31．Ⅶ，木野田）

（lex‥5．Ⅷ．鮫島）

192．マルハネコブヒゲカミキリ着払αわク萩は乃〃汀・座椚JBATES

（lex‥5．Ⅷ．鮫島）

193・ヒトオビアラゲカミキリ月見呵αJo“ム甘∫弘前力仙蕗けのBlessig

（lex‥11．Ⅳ．木野田）（lex‥21．Ⅵ，前田）（lex‥21．Ⅵ．鮫島）

（lex‥30．Ⅶ，木野田）
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194．ドイカミキリ刀玩お∫（わ施腸nkαわ“Bates

（lex‥19．Ⅳ，鮫畠）（2♀♀，14．Ⅴ，三浦）

195．オビレカミキリE〟∫eあoide∫mαわ〝dαiGressitt

（lex‥21．Ⅵ，鮫島）

196．ヒゲナガモモブトカミキリAcα乃接or花のg・hg〟∫Orig乃αJわOhbayashi

（5古谷1♀，31．Ⅶ，木野田）（3exs‥31．、Ⅶ．鮫島）

197・ゴマダラモモブトカミキリ∴ん五郎肌㌻∫五兢〟のBates

（lex‥20．Ⅵ，鮫畠）

198．アトモンマルケシカミキリ且rocg乃≠r〟∫Ji乃βα∠〟∫BateS

（2exs‥22．Ⅵ，木野田）

従来栗野岳から本種として記録のあったものの多く，あるいはすべては次種のことでは

ないかと思われる。本会会員の万々の標本を若干拝見した折も，雫野岳産の太種を見出せ

ずすべて次種であった。尚本誌18号でデー・タ空欄のまま本陣の記録を保留したが，これ

を削除する。（本号別項参照）

199．ミヤマケシカミキリEJOCg乃r〝∫のり0乃わJ乃ビα〝gKusafnaetTahira

（5exs‥21．Ⅵ，前田）（lex‥21．Ⅵ，小林）（2exs．．21．Ⅵ，三浦）

（12ex8．，22．Ⅵ，木野田）

200．ニセシラホシカミキリ月灯e〟β叫ぬ∫椚zJα柁∫Bates

（1♀，21．Ⅵ，三浦）（lex‥22．Ⅵ，木野田）（lex‥22．Ⅵ．西野）

201・キモンカミキリ腸乃g∫α∫〟頼ん〟rdαGebler

（lex‥21．Ⅵ，鮫忌）

202．シラホシカミキリGJg乃gαrgJic′αPascoe

（lex‥21．Ⅵ，前田）

203．ヨ’ソヰボシカミキリ顔壷疑似乙“刑“Bates

（1♀，21．Ⅵ．高井）

204．へリグロリンゴカミキリJⅥゆ∫g血椚αγgi乃gJgαBates

（lex‥21．Yl．高井）

205．ヒメリンゴカミキリαgrgα磁わざCg柁∫Bates

（lex‥21．Ⅵ，高井）

206．ニセリンゴカミキリ0kmα椚元ねBates

（lex‥21．Ⅵ，高井）

ⅩⅩⅤハムシ科ChrysomeJidae

207．・キボシルリハムシぶ仇〝ム暖が乃βα〟rわαLiTln昌

（2exs‥24．Ⅴ．高井）
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208・バラルリツツハムシCry♪紬g♪んαhSαク♪roJimd紬JBaly

（lex‥24．Y．高井）

209．カシワッツハムシ

（lex‥22．

210．アオグロ、ソヤハムシ

（2exs‥29．

211．アカガネサルハムシ

（lex．，14．

C7つゆわC郎磁心は・佑待正の　Baly

Ⅵ．高井）

00椚Or♪ゐ0がgS　乃igro“働Ⅶkの　Baly

Ⅳ．高井）（2exs‥　22．Ⅵ．高井）

Acrothinium gaschkevifchii Motschulsky

V，三浦）（l exs‥　21．Ⅵ，前田）（l ex‥　21．Ⅵ，高井）

212・トビサルハムシTrichcんr3′∫gαノα如乃αMotschulsky

（lex‥19．Ⅳ，高井）（2exs‥29．Ⅳ，高井）（1ex‥14．Y，三浦）

213・マダラカサハラハムシ上わ〝砂わWカ∫Cic〝。αBaly

（lex‥19．Ⅳ，高井）（3exs‥29．Ⅳ，高井）（lex‥14．Y，三浦）

（1ex‥21．Ⅵ，三浦）（1ex‥21．Ⅵ，高井）

214・リンゴコフキハムシL癖∫thesaterMotschulsky

（lex．，21．Ⅵ，高井）

215．セアカケプカサルハムシわ如∫磁∫九U〟∫Baly

（3exs‥21．Yl，三浦）

216・ケブカサルハムシ上腕∫′磁∫J紹′i∫わBaly

（lex‥14．Ⅴ，三浦）（1ex‥21．Ⅵ，三浦）

ヽヽ
217．スギケブカサルハムシエ頭g∫娩g∫紬iChujo

（lex‥14．†，三浦）（2exs．，17．Vl，小林）（lex‥21．Ⅵ，小林）

（lex‥21．Ⅵ，三浦）（1ex‥22．Ⅵ，高井）

218・コガタルリハムシGの加♪毎∫αα的Cy∽gαMotschulsky

（1ex‥24．†，高井）

219．ヨモギハムシC／lJy∫OJi乃αα〟ricんαJceαCOJJαri∫Weise

（1ex‥14．Ⅴ，三浦）（lex‥21．Ⅵ，高井）

220・ヤナギハムシCんgy∫OJ乃αUig乃よ葎〟乃CぬJdScopoli

（1ex‥22．Ⅵ，高井）

221・ズグロキハムシGぴrOJ乃0ゐ∫αわ〝icαHarold

（1ex‥19．Ⅳ，高井）

222・フジハムシGo〝ioc紬乃αr〟あγわどれ乃i∫Baly

（3exs‥29．Ⅳ．高井）

223・カエデハムシPッrrんαJzα∫g例i乃igrdJacoby

（3exs．，21．Ⅵ．三浦）（2exs‥21．Yl．高井）
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224・クロウリハムシA〝JαC坤んorα乃igγ如乃〝わMotschulsky

（lex‥19．Ⅳ，高井）（lex‥22．Ⅵ，西野）

225・アトボシハムシ者訂わあd〃乃g〟JrOJJわMotschulsky

（lex‥19．Ⅳ，高井）（lex‥29．Ⅳ，高井）（lex‥14．†，三浦）

（2ex8．，20．Ⅵ，前田）（lex‥21．Ⅵ，高井）

226・クワハムシダJg〟′iα〟Jiααr刑α≠αBaly

（lex‥14．Ⅴ，三浦）

227．ウリハムシモトキArαC毎α名相即rg∫iFaldermann

（2exs‥21．Ⅵ，高井）

228・ムナグロ’ソヤハムシArthrotusniwMotschulsky

（3exs．，14．Y，三浦）（2exs‥21．Ⅵ，高井）

229・ザゼンソウトビハムシぶα乃gαrOαm〟はco∫ααJacob

（4exs‥14．Ⅴ，三浦）

230・フタホシオオノミハムシP∫紬がodgrα∬α〝沌0∫〆αBaly

（lex‥19．Ⅳ，高井）（lex．，14．†，三浦）（lex‥21．Ⅵ．三浦）

231．ヒゲナガルリマルノミハムシHemipyrisPlagioderoidesMotschulsky

（lex‥24．Ⅴ，高井）（lex‥21．Ⅵ，高井）

232・’ソマキタマノミハムシ∫クんαgrO‘プgγ酢αl扉豆〃んBaly

（1ex．，29．Ⅳ，高井）

233・アカイロマルノミハムシA判卸F如肋木如御前Motschulsky

（lex‥14．Ⅴ，三浦）

234・カヤノトゲトゲ月毎が五Ⅶ∫椚鋸柁那Baly

（lex‥21．Ⅵ，小林）

235．イチモンジカメノコハムシm“〆血のrα仇0∫dBoheman

（lex‥29．Ⅳ，高井）（lex．，21．Ⅵ．高井）

ⅩⅩⅥヒゲナガゾウムシ科Anthribidae

236．シロヒゲナガゾウムシPα秒50の略の∫gJα〝∫Roelors

（1♀．21．Ⅵ，三浦）

237．ホソヒゲナガゾウムシ4兢仙南彿ね・d蕗〃ムSharp

（2exs‥21．Ⅵ，三浦）（lex‥22．Ⅵ．高井）

ⅩⅩⅦオトシブミ科Attelabidae

238・ベニホシハマキチョッキリByctiscuspriTW坤SSoIsky

（lex‥14．Ⅴ，三浦）

239・ファウストハマキチョッキリ塾仰広田バ．わ肌雨Sharp

（lex‥29．Ⅳ，高井）
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240・クチプトチヲツキムdJOrrゐy即鳥かgJふrgdroJrわRoelorS

（18X‥14．†．三浦）

241．カシルリチ3㌢キリ．〟ム所の路崩れ等＼“雨彿〟わR－Oelofs

（lex‥19．Ⅳ．高井）（lex‥14．†．三浦）

242・ヒメケプカチョッキり∫叩Oれ職鮎∫♪io∫〝∫Roelors

（lex‥21．Ⅵ．高井）

243・コプルリオトシブミ血e如如価接五和Sharp

（lex‥21．Ⅵ．高井）

244．ウスモンオトシブミ

（lex‥29．

245．ウスアカオトシブミ

（lex‥22．

246．ヒメクロオトシブミ

（4exs‥19．

4如derzl∫αわed〟∫Roelors

Ⅳ，高井）（lex‥21．Ⅵ，三浦）（lex‥21．Ⅵ．高井）

4クOdgr〟∫r〟のゐ∫Motschulsky

Ⅵ．西野）（lex‥29．Yl，水主）

4タOdgr〟∫gr3′沌rogα∫紬rVollenhoven

Ⅳ，高井）（lex．．14．Ⅴ．三浦）（lex‥21．Ⅵ，三浦）

（lex‥21．Ⅵ，高井）

247．ヒゲナガオトシブミPαrαrdCんgoクんor〟∫0乃gicor7わ∫Roelors

（1古，17．Ⅵ，小林）

ⅩXYnミツギ1）ゾウムシ科Brenthidae

248・ミ、ソギリゾウムシ月αryrrんy乃Cん〟∫ク0秒griRoelors

（2♀♀，21．Ⅵ，前田）（1♀，21．Ⅵ，高井）（2古3，21．Ⅵ，西野）

ⅩⅩⅨホソクチゾウムシ科Apionidaem

249．ヒゲナガホソクチゾウムシ4姉肌．〆“九九割Faust

（1ex‥24．Y．高拝）（lex．，20．Ⅵ，前田）

250・ヒレルホソクチゾウムシ4〆肌んiJJ伊iSchilsky

（lex‥19．Ⅳ．高井）

IIXゾウムシ科CurcuHonidae

251・キュウシュウヒゲボソゾウムシ月bJd〟∫rOむ乃戊coJJわRoelors

（leX‥20．Ⅵ，前田）ノヽ

252・ヒラズネヒゲボソゾウムシ助Jわあiむ∫i乃′r猫〟∫Kono

（lex‥14．Y，三浦）

253．ウスアオクチプトゾウムシ肋crocory乃〟∫eJggα乃紬J〟∫Roelors

（lex‥21．Ⅵ，前田）

254．エグリクチブトゾウムシ肋crocorッ柁〟∫乃α∫OSharp

（2耽S‥20－21．Ⅵ．前田）
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255．アオヒゲナガゾウムシE〟椚yJZoger〟∫grαHo∫〟∫Sharp

（10exs‥20－21，Ⅵ，J前田）（11ex‥21．．Ⅵ，三浦）（3exs・，21－22．

軋，高井）

256．トゲアシゾウムシA7zO∫彿臥ざdkmm〟の・Roelors

（lex‥21．Ⅵ，高井）

257．シロコプゾウムシ且クわ0m〝∫〟rrH〝∫Gyllenhal

（lex‥14．Ⅴ，三浦）（lex‥21．Ⅵ，三浦）、（1ex‥22．Ⅵ，小林）

258．アトモンヒョウタンゾウムシA刑ツ∫′α∬∫αね乃〟∫Nakane

（1ex‥14．Ⅴ，三浦）（7exs‥20－21．Ⅵ，前田）（2exs‥21．Ⅵ，三浦）

259．オビモンヒョウタンゾウムシA〝zy∫′（乙r－わ∫Ciα紬∫Roelol．S

（2exs‥14．Ⅴ．三浦）（2exs．，17．Ⅵ，小林）

260．ミスジマルゾウムシ‰q如J〟∫mg〝∫Roelofs

（1ex‥21．Vl，三浦）

261．クロコブゾウムシⅣ葎んαde∫Mriggα紬∫Roelofs

（lex．，21．Ⅵ，高井）

262．ホソクチカクシゾウムシCα桝が0γrゐ乃〟∫のけ乃00g〝∫hNakane

（1ex．，21．Ⅵ，高井）

263．へリアカナガハナゾウムシ月rαわα〟∫彿α〟∫Roelofs

（lex‥19．Ⅳ，高井）（6exs‥29．Ⅳ，高井）（lex‥19．Ⅴ，高井）

264．アカアシノミゾウムシR毎〝Cんαg形〝∫∫α乃g彿碗咋∫Roelors

ab．nigripesHustache

（lex‥21．Ⅵ，高井）

265．アカイネゾウムシ五′eoクんiJ〟∫rOgJqf∫iFaust

（lex‥29．Ⅳ，高井）

ⅩⅩXIオサゾウムシ科Rhynchophoridae

266．オオゾウムシガツタ0∫砂αJ〟∫gigα∫Fabricius

（2exs‥22．Ⅵ，高井）

267．トホシオサゾウムシ4〆0gβ∫rOgJqわiCheverolat

（lex‥22．Ⅵ，高井）

ⅩⅩXKキクイムシ科ScoJytidae

268．トドマツオオキクイムシ耳yJgみ0γの・U。誠のEichhoff

（lex‥19．Ⅳ．高井）（lex‥29．Ⅳ，高井）

学名・配列は，原色昆虫大図鑑Ⅲ（北隆館）および同追捕正誤表にほぼ従った。同定は，大体に

おいて採集者が行った。

〔三浦〕
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半勉EIHEMIPTERA

lカメムシ科Pentatomidae

l．アカスジキンカメムシPogciJocorわの〝わiDistant

（lex‥24．†，高井）

2．チャバネアオカメムシPαのdCrP∫∫戚α∫ねJiScott

（lex‥21．Ⅵ，小林）

lツチカメムシ科Cydnidae

3．ペニッチカメムシ九mの加誠娩Eカ如現職壷Scott

（2exs‥21．Ⅵ，小林）

∬ツノカメムシ科Acanthosomatidae

4・エサヰモンキツノカメムシ助∫わ御Jαβ∫diiHasegawa

（lex‥21．Ⅵ．鮫島）

Ⅳノコギリカメムシ科Oinidoridae

5．ノコギリカメムシ〟ggy〝間門〃裾gm前〃“明野Dallas

（lex‥21．Ⅵ，小林）

Vへリカメムシ科Coreidae

6・ホシハラビロへリカメムシ月あ卿α〝揖〟乃i♪〟〝Cfα紬∫Thunberg

（lex‥21．Ⅵ，小林）

7．オオ、ソマキヘリカメムシCo如rαα′iUg乃rわMotschulsky

（2exs‥21．Ⅵ，小林）

8．ホソヘリカメムシR葎or〟∫CdUα〝∫Tbunberg

（lex‥21．Ⅵ，鮫畠）

Ⅵナガカメムシ科Lygaeidae

9．ニッポンコバネナガカメムシかi椚Or痴0♪′gr〟∫Jq如用心のりHidaka

（1ex‥21．Ⅵ，小林）

Ⅶオオホシカメムシ科Largidae

lO．ヒメホシカメムシ月毎叩卸かα（カ佑五紺〃ねStal

（lex‥21．Ⅵ，小林）

Ⅷサシガメ科Reduviidae

ll．クビアカサシガメRの九脚わの・／ね朋肥ndわScott

（1ex‥21．Ⅵ，鮫島）

12．クロバアカサシガメLabidocorisinsig柁isDistant

（lex‥21．Ⅵ，小林）
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13．ヤニサシガメ　VggZ乃〟∫　乃0（わクビ∫　Uhler

（l ex‥　22．Ⅵ．小林）

14．アカサシガメ　qゐcorわ　γの∫α〟∫　StAl

（l ex‥　21．Ⅵ，小林）（l ex‥　22．VI，下條）

〔　小　林〕

脈効目NEUROPTERA

lカマキリカゲロウ科Mantispidae

l．ヒメカマキリモドキMantiSPaja♪07ticaMacLachlan

（lex．，20．YI，高井）

uツノトンボ科Ascalaphidae

2．オオ、ソノトンボProtidricerusjaPo71icaMacLachlan

（1幼，？．Ⅳ，→31．†，羽化，高井）（1ex‥21．Ⅵ，高井）

〔高井〕
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膜効目HYMENOPTERA

lハエヤドリコパテ科Diapriidae

l．Gen．etsp．

（lex‥29．Ⅳ．高井）

lヒメパテ科Ichneumonidae

2．7b彫dSp．

（1♀，21．Ⅵ．高井）

皿ツチパテ科Scoliidae

3．ヒメバラナガツチバチCd刑かOmgrわ．の∽彿kねFabricius

（1♀．21．Ⅵ，高井）

Ⅳコハナバチ科HaIictidae

4．アカガネコハナパチ月払わic〝∫dgrdr〟∫Smith

（lex‥21．Ⅵ，高井）

Yコシプトハナパテ科Anthophoridae

5．キオビ、ソヤハナバチCgrα′彿α」仇”秒“Smith

（2ex‥21．Ⅵ，高井）

Ⅵミツバチ科Apidae

G．コマルハナバチ風脚止の・αmk那Smith

（1令1♀．21．Ⅵ．高井）

－34－



1980年度夏期徳之島合宿採集報告

小林真澄（水産学部3年）守山泰司（歯学部2年）

高井泰（理学部1年）編

1980年度夏期合宿は，奄美群島徳之島で行なわれた。期間は1980年7月12日（鹿児島

発）同20日（鹿児島着）で，荏島期間は13日から19日に亘った。合宿中は幸いにして雨に遭

うこともなく，毎日好天に恵まれ，楽しい採集を行なうことができた。あまり皆がまじめに採集に

行くため，16日にはわざわざ“海水浴の日”を設けたほどである。しかし，多くのメンバーがこ

の日以外は泳がず中には，この日すら泳がなかった人物もいた。このように皆が採集に熱中でき

たのは，やはり何と言ってもそれだけ徳之島の自然が魅力を持っていたからに違いない。奄美大島

からさほど遠くなく，しかも，ハブ・ヒメハブ・アマミノクロウサギなどに代表されるように奄美大島

との共通種が多いことは，事前の予備知識としてはあったものの，しかし．生物相の解明という点

に関しては．奄美大島より数殴遅れていることが．我々の興味をそそった。徳之島を目前に見て，

甲板の上では．あの山地部にはアマミホソコバネカミキリがいないはずがない，等々の議論が熱を

帯て交わされた。
また，1年生にとっては，初めての南の島であることが，一層好奇心をそそることとなった。本

の写真で見た．青空とハイビスカスの花とツマベニチョウのとり合わせは。我々を裏切ることなく

甲板の上での議論の後，数疇間後には眼前に展開したのであった。

初日となった13日は，多くのメンバーが宿泊施設となった亀徳南公民館を中心に採集活動を行

った。夜には街の水銀澄．電話ボックス，果ては自動販売機の蛍光灯まで見て回る甲虫屋が現れた。

こうしたメンバーが．ハブの恐怖を思い起したのは，さあ寝ようという喝になって窓を開けたまま

寝るか閉めて寝るかという議論が始まってからであった。翌日からは，単独での採集行動は禁止と

なった。ハブの恐怖とは遠大なもので，この御禁制は．夜の街燈巡りをする甲虫屋以外には．非常

によく守られることとなった。もっとも昼間我々の最高の臣となった軽貨物の運賃の問題もこれに

からんではいたが。

翌14日からは，各人が島の北端手々から南端の伊仙まで，まさに縦横無尽に飛びまわり，多く

の成果を挙げることができた。細かく紹介すれば際限が無いが主なものを紹介すると，チョウでは，

ほとんど記録の無かった．イワカワシジミ，テングチョウの採集がある。特に前者の幼虫が同島で

採集されたのは，今回の合宿が初めてのことで，その数も何百（幼虫の食大した穴のあるクチナシ

の実の数）であった。しかしその多くは主として蟻等の侵入により飼育中に死亡したという。この

他，各種迷蝶も記録され．特にオオゴマダラの記録は音重なものであろう。甲虫では，クワガタム

シ科が大きな成果を挙げ，ネプトクワガタが．この島から初めて記録され，日本末記録のサビクワ
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ガタが最終日になって採集された。（その後，このサビクワガタは従来台湾などから知られている

ものとは別種であることが判明し．今合宿で採集された個体を含む標本群に基き記載されることに

なった。和名は既にヤマトサビクワガタが中根猛彦博士と共に本種を研究した牧野信市氏により呼

称されている。）この他，稀と言われているリュウキュウコクワガタやアマミシカクワガタも採集さ

れたが，その影にはハブをも恐れず山中で白布を張った甲虫屋の努力があったことは竜き残してお

くべきであろうと患う。コがネムシ科でもコカブトムシ．ヒラタハナムグリが記録され．その他で

は，既に目録なども出来ていたカミキリムシ科で，ムモンチャイロホソバネカミキリ．ナカジロゴ

マフカミキリが．同島新記録となった。この他にも多くの新記録を出すことができ，また採集目録

申特に記してないものについてもまだ同島から記録されたことのなかった種があるであろう。付け

加えれば，ヒゲナガゾウムシ科のⅣgr沌0刑のαα♪0αは．従来本邦では奄美大島産のlS

Lか知られていなかったものである。

その他の昆虫では，カメムシ科のナナホシキンカメムシが注目される他．ヒメハルゼミが同島新

記録となり．トンボは目録にならなかったが，ベッコウチョウトンボが採集され徳之島4列目の記

録となった。これらの合宿の成果の一部は既にSATSUMA誌上に記録されたものである。そち

らも参照して頂きたい。末だ私の手許には同定の終わらない甲虫の標本がいくつもある。毎年定期

的に出さねばならぬ機関誌の運命で，発行が3年遅れてもまだ全てを収録できたわけではない。

合宿に付きもののエピソードも敬限り無い。往復の船の中を含め毎晩寝言を言い続けたS氏は，

皆にからかわれ，ついに3晩目からは鹿児島弁で寝言を言ったため．誰もその意味を知ることはで

きなくなった。またこのS氏はN氏と共に井2日岳に登り，今合宿中唯2人の野外のハブの目撃者

となった。但し2人は，このハブに下山路を阻まれ．しばらく山を下りることができなかったそう

である。この日．この2人と共に井之川岳に登ることになっていたT少年は食事当番のため遅くな

り．N大先輩（N氏とは別人）の強い勧めで井之川岳を断念し．大原方面へ行った。このためT少

年は井之目上岳へ行った2人にひんしゅくを買い．その翌日は合宿最終日であったのにもかかわらず

伊仙町へ同行させられ，そこで何とサビクワガタを採集してしまった。そういう意味では，各人の

明暗を，くっきりとわけたのも，この合宿の特徴と言えないこともない。もっともT少年も．初日

街の中を乱舞するツマベニチョウに感激し，故郷のチョウ屋である恩師にたくさん採って持って行

きますと葉竜を出し，2日目からなぜかバッタリと姿を見せなくなったため（ツマベニチョウが）

後々不評を買ったというのも事実である。この他大小多数のエピソードがあるが，当事者以外には

おもしろいものでもないので省略する。それらを知ることは合宿参加者の特権ナノダ。

末尾になったが，現地では中学校教諭をされている本会OBの江平憲治氏に．宿舎の手配はじめ

何から何までお世話になった。厚くお礼申し上げたい。

合宿参加者は次のとうり

二町一成，大賀康雄，小林莫橙，鮫島責一．下源信輔，川崎脚宏，田窪利朗，大牟田淑子，加藤

いずみ，野間美代子．溝口信彦．三浦幹夫，藤井晴夫，冨山清升，久保正吼守山泰司，水主秀志，

西野勝人．高井泰．上原弘行．野添和久，宮元美紀．豊留圭子，森田ゆう子〔高井〕
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調査地名（記号・番号は前ページ地図中の記号1番号に対応）

イ）集落名等

1．亭々（てて）2．金見（かなみ）3．金見崎4．山（さん）5．松原（まつば

ら）6．浅間（あさま）7．花徳（けとく）8．三京（みきょう）9．徳和瀬

（とくわせ）10．大原（おおはら）11．亀徳（かめとく）12．亀津（かめつ）

13．犬田布岬（いぬたぶみさき）14．犬田布（いぬたぶ）15．白井（しらい）

16．尾母（おも）17．喜念（きねん）18．御前堂（ごぜんどう）19．上面縄

（かみおもなわ）20．伊仙（いせん）

ロ）山名

A．天城岳（alt．538．0m）B．井之川岳（ah．644．8m）C．犬田布岳（alt．

417．4〝1）

ハ）　その他

D．徳之島飛行場（空港）

※地名の読み方は，主として次の書の中の調査地点一覧に依った。なお，前ページの地図も，

同書に所収のものを改変して利用させて頂いた。

柴田武・学生有志（東京大学語学研究室）．奄美徳之島のことば一分布から歴史へ165pp．

秋山書店（帝京），1977
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鱗　　廻　　目　　LEPIDOPTERA

チョウ亜目

Iアゲハチョウ科Papjlionidae

l・ジャコウアゲハAgroクゐα乃g〟rαdJci乃0〝∫Klug

大原；（1♀，17．Ⅶ，守山）

居母；（1谷2♀，14．Ⅶ，水主）（1♀，14．Ⅶ．高井）

伊仙；（13，15．Ⅶ，守山）（1含．15．Ⅶ，水主）（l♀．15．．Ⅶ，田津）

（331♀，19．Ⅶ，守山）（1含．19．Ⅶ，上原）

2．アオスジアゲハCrαクあi〟抑∫αrクgdo乃Linna．eus

手々；（1♀．18．Ⅶ，田津）

亀津；（2谷，13．Ⅶ．高井）（13．14．Ⅶ．高井）（1令1♀，14．Ⅶ．守山）

（1令，15．Ⅶ．藤井）

尾母；（lex‥14．Ⅶ，7k主）

伊仙；（131♀．15．Ⅶ，守山）（lex‥15．Ⅶ，水主）（2含．19．Ⅶ，守山）

（1令，19．Ⅶ．上原）（1谷，19．Ⅶ，水主）

S．アゲハ凸ゆ〃わl罰高k∫Linnaeus

伊仙；（1含，15．Ⅶ．水主）

4．シロオビアゲハPα♪iHo如yg∫Linnaeus

手々；（lS，14．Ⅶ．田窪）（1♀，14．Ⅶ，守山）（1令1♀，18．Ⅶ，田津）

空港；（1令1♀，15．Ⅶ，藤井）

亀津；（1含13．W，守山）（2令2♀，13．Ⅶ．水主）（1谷，13．Ⅶ，田窪）

（1苫2♀，13．Ⅶ，藤井）（l含l♀．13．Ⅶ，高井）（1含l♀．14．Ⅶ，

藤井）（1令2♀，14．Ⅶ，上原）（1♀，14．Ⅶ，高井）（1♀，17．Ⅶ，

守山）（1♀．19．Ⅶ，藤井）

喜念；（1含，16．Ⅶ，田窪）

伊仙；（1令4♀，15．Ⅶ，水主）（l古1♀，15．Ⅶ．田窪）（1♀，19．Ⅶ．守

山）

犬田布；（2♀，17．Ⅶ，田窪）

5．モンキアゲハ者坤有五ojkh期のLinnaeus

大原；（1♀，17，Ⅶ．守山）

井2日岳；（1令．18．Ⅶ，水主）

亀徳；（l♀，16．Ⅶ．高井）

亀津；（13，13．Ⅶ．水主）
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伊仙；（1♀，19．Ⅶ，上原）

犬田布；（1♀，17．Ⅶ，藤井）

6．クロアゲハPα♪り0♪γ0g乃OrCralner

手々；（13，17．Ⅶ，上原）

山；（1♀，17．Ⅶ，水主）

大原；（1谷2♀，17．Ⅶ，守山）

三京；（131♀．18．Ⅶ．守山）

井之川岳；（3吉．18．Ⅶ．水主）

尾母；（131♀，14．Ⅷ，水主）

亀津；（2谷1♀，13．Ⅶ，水主）（1谷．13．Ⅶ．高井）（1古1♀，14．Ⅶ．

守山）（1古，17．Ⅶ，守山）

伊仙；（1令，15．Ⅶ，守山）（1吉，15．Ⅶ，水主）（1吉，15．Ⅶ，田窪）

（1♀，19．Ⅶ，守山）

御前堂；（1含，19．Ⅶ，水主）

犬田布；（1♀．17．Ⅶ，藤井）

7．ナガサキアゲハPapiliomemnonLinnaeus

手々；（1♀，18．Ⅶ，田窪）

山；（1♀，17．Ⅶ，水主）（1♀，17．Ⅶ，溝口）

亀津；（1谷．13．Ⅶ，水主）（1含，13．Ⅶ．上原）（1♀，13．Ⅶ，藤井）

（1♀，13．Ⅶ，守山）（1♀，19．Ⅶ，守山）

善念；（1谷，16．Ⅶ，高井）（2含2♀．16．Ⅶ，守山）（1令，16．Ⅶ，水主）

上面縄；（1含，15．Ⅶ，水主）

伊仙；（1♀，19．Ⅶ，守山）

犬田布；（1古1♀，17．Ⅶ，藤井）

8．カラスアゲハPαがHoのα乃OrCramer

大原；（1古，14．Ⅶ，田窪）（1古，14．Ⅶ，野間）（1古，17．Ⅷ，守山）

尾母；（1令，14．Ⅶ，水主）

亀津；（1含2♀．13．Ⅶ，守山）（23，13．Ⅶ，水主）（1♀，14．Ⅶ，水主）

uシロチョウ科Pieridae

9・モンキチョウCogiα∫grαfgEsper

亭々；（1♀，14．Ⅶ，田窪）（2eぇS‥17．Ⅶ．上原）（lex‥17，Ⅶ，水主）

大原；（lS，17．Ⅶ，守山）

白井；（lS，14．Ⅶ，水主）

亀徳；（1♀，13．Ⅶ，二町）

亀津；（1♀，13．Ⅶ，水主）（1ex‥13．Ⅶ，高井）（lex‥14．Ⅶ，上原）
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（1♀．16．Ⅶ，水主）

喜念；（1♀，16．Ⅶ．守山）

10．ウラナミシロチョウCd0♪SiJα♪yrα乃紬gLinna．eus

亀津；（1♀．13．Ⅶ，川崎）

※SATSUMA30（85）：113～115に発表済

11．ウスキシロチョウCα′0♪∫iJid♪0桝0期dFabricius

手々；（1古：ギンモン型，14．Ⅶ．二町）（13：ギンモン型，17．Ⅶ．水主）

（1令：ギンモン型．18．Ⅶ，下川）

山；（lS：ギンモン型．16．Ⅶ，守山）（1令：ギンモン型，16．Ⅶ，田窪）

（1♀：ギンモン型，17．Ⅶ，水主）（1♀：ムモン型．19．Ⅶ．水主）

亀津；（1♀：ギンモン型．13．Ⅶ．溝口）（1♀：ムモン型，16．Ⅶ，川崎）

喜念；（lS目撃，16．Ⅶ，守山）

犬田布；（1令目撃，17．Ⅶ，田窪）

※SATSUMA30（85）：113一一115に発表済。

12．キチョウEuremahecabeLinnaeus

山；（lS，17．Ⅶ，溝口）

大原；（1含，17．Ⅶ，水主）

三京；（1谷1♀，18．Ⅶ，守山）

亀津；（1令1♀，13．Ⅶ，上原）（1舌，13．Ⅶ，水主）（1古，14．Ⅶ．高井）

（1舌，15．Ⅶ，藤井）

伊仙；（lS，15．Ⅶ，田窪）（1♀，19．Ⅶ，守山）（13．19．Ⅶ，水主）

御前堂；（1才，19．Ⅶ，高井）

犬田布；（1♀．17．Ⅶ．藤井）

13．ナミエシロチョウAメ少iα∫♪α〟gi乃αCramer

手々；（1♀．18．Ⅶ，藤井）

※SATSUMAa0（85）：113・～115に発表済

14．モンシロチョウPigri∫rα♪αgLinna．eus

手々；（1谷，14．Ⅶ，田津）

大原；（13．17．Ⅶ，守山）

亀津；（1♀，13．Ⅶ．水主）（1吉，17．Ⅶ，守山）（1谷1♀，19．Ⅶ．藤井）

伊仙；（1♀．15．Ⅶ，水主）（2令，19．Ⅶ．上原）

15．ツマベニチョウガgみ0概のαg山肌力如Linnaeus

手々；（3令，14．Ⅶ，守山）（1古，14．Ⅶ．田窪）（2♀，18．Ⅶ，上原）

金見；（1含，14．Ⅶ，守山）

徳和瀬；（2古，13．Ⅶ．田津）
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（1♀．16．Ⅶ，水主）

喜念；（1♀，16．Ⅶ．守山）

10．ウラナミシロチョウCd0♪SiJα♪yrα乃紬gLinna．eus

亀津；（1♀．13．Ⅶ，川崎）

※SATSUMA30（85）：113～115に発表済

11．ウスキシロチョウCα′0♪∫iJid♪0桝0期dFabricius

手々；（1古：ギンモン型，14．Ⅶ．二町）（13：ギンモン型，17．Ⅶ．水主）

（1令：ギンモン型．18．Ⅶ，下川）

山；（lS：ギンモン型．16．Ⅶ，守山）（1令：ギンモン型，16．Ⅶ，田窪）

（1♀：ギンモン型，17．Ⅶ，水主）（1♀：ムモン型．19．Ⅶ．水主）

亀津；（1♀：ギンモン型．13．Ⅶ．溝口）（1♀：ムモン型，16．Ⅶ，川崎）

喜念；（lS目撃，16．Ⅶ，守山）

犬田布；（1令目撃，17．Ⅶ，田窪）

※SATSUMA30（85）：113一一115に発表済。

12．キチョウEuremahecabeLinnaeus

山；（lS，17．Ⅶ，溝口）

大原；（1含，17．Ⅶ，水主）

三京；（1谷1♀，18．Ⅶ，守山）

亀津；（1令1♀，13．Ⅶ，上原）（1舌，13．Ⅶ，水主）（1古，14．Ⅶ．高井）

（1舌，15．Ⅶ，藤井）

伊仙；（lS，15．Ⅶ，田窪）（1♀，19．Ⅶ，守山）（13．19．Ⅶ，水主）

御前堂；（1才，19．Ⅶ，高井）

犬田布；（1♀．17．Ⅶ．藤井）

13．ナミエシロチョウAメ少iα∫♪α〟gi乃αCramer

手々；（1♀．18．Ⅶ，藤井）

※SATSUMAa0（85）：113・～115に発表済

14．モンシロチョウPigri∫rα♪αgLinna．eus

手々；（1谷，14．Ⅶ，田津）

大原；（13．17．Ⅶ，守山）

亀津；（1♀，13．Ⅶ．水主）（1吉，17．Ⅶ，守山）（1谷1♀，19．Ⅶ．藤井）

伊仙；（1♀．15．Ⅶ，水主）（2令，19．Ⅶ．上原）

15．ツマベニチョウガgみ0概のαg山肌力如Linnaeus

手々；（3令，14．Ⅶ，守山）（1古，14．Ⅶ．田窪）（2♀，18．Ⅶ，上原）

金見；（1含，14．Ⅶ，守山）

徳和瀬；（2古，13．Ⅶ．田津）
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大原；（1谷，17．Ⅶ．守山）

三京；（1♀．18．Ⅶ，守山）

亀津；（2古2♀，

（1谷．13．

（1令．13．

（1♀，14．

（1♀，17．

尾母；（1古1♀，

喜念；（1古，16．

伊仙；（3含．15．

13．Ⅶ．守山）（lS，13．Ⅶ．溝口）（1♀．13．Ⅶ，田窪）

Ⅶ，藤井）（2谷，13．Ⅶ，高井）（1令，13．Ⅶ，上原）

Ⅶ，水主）（232♀．14．Ⅶ，上原）（1♀．14．Ⅶ，水主）

Ⅶ，高井）（2谷1♀．14．Ⅶ，藤井）（1♀，15．Ⅶ，藤井）

Ⅶ，守山）（1谷19．Ⅶ，大賀）

14．Ⅶ，高井）（4古2♀，14．Ⅶ，水主）

Ⅶ．田窪）（2♀．16．Ⅶ，守山）

Ⅶ，水主）（2含2♀，15．Ⅶ，守山）

犬田布；（1古1♀．17．Ⅶ．藤井）（1含．17．Ⅶ，田窪）

瓜シジミチョウ科Lycaenidae

16・ムラサヰシジミ入brα′ん〟rαノα卵形icαMurray

三京；（1谷1♀．18．Ⅶ，守山）

井芝川岳；（lex．目撃．18．Ⅶ，水主）

17．イワカワシジミArHクggryJLinnaeus

御前望；（多数，幼虫，15，Ⅷ，二町，守山，下川，川崎，田津，溝口）

（多数．幼虫．19，Ⅶ，二町，守山，水主，野添，上原，高井）

031Ⅶ・、10Ⅷ2859が羽毛

※SATSUMA30（85）：109～112に発表済。

18．ウラナミシジミエαmクidg∫占og′ic〟∫Lil】naeuS

手々；（2古．18．Ⅶ．田津）

三涼；（1♀．18．Ⅶ．守山）

亀津；（2exs．，13．Ⅶ，水主）（lSl♀．13．Ⅶ，上原）（1♀．13．Ⅶ．

溝口）（1古1♀，14．Ⅶ．藤井）

19．アマミウラナミシジミガム鳥dd〟みα，鮎げの旭Moore

手々；（lex‥17．Ⅶ，水主）

大原；（1含，14．Ⅶ，溝口）（1令．15．Ⅶ，高井）（1谷．17．Ⅶ，守山）

三京；（1♀，18．Ⅶ，守山）

井之川岳；（4exs‥18．Ⅶ，水主）

尾母；（13，14．Ⅶ．高井）（1♀，14．Ⅶ，水主）

亀津；（1谷1♀，13．Ⅶ，守山）（5exs‥13．Ⅶ，水主）（3♀．13．Ⅶ，

藤井）（2♀，13．Ⅶ，高井）（1♀，14．Ⅶ．上原）（13，14．Ⅶ，田津）

（】♀，15．Ⅶ，藤井）（2exs‥16．Ⅶ，水主）

20．ヤマトシジミP∫g放たizgeriαmdんα0足首乃α抄α乃αMatsumura

手々；（1♀，14．Ⅶ，守山）
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山；（2ets‥17．Ⅶ．水主）

三京；（lSl♀．18．Ⅶ．守山）

亀津；（1舌，13．Ⅶ，守山）（4ex3‥13．Ⅶ，水主）（13．13．Ⅶ．高井）

（lS．14．Ⅶ，上原）（4令，17．Ⅶ，守山）

伊仙；（1令．15．Ⅶ．田窪）（1舌．20．Ⅶ，上原）

21．シルビアシジミZigi乃〃Ogi∫FabriciuS

手々；（1令，14．Ⅶ，田津）

山；（1♀．16．Ⅶ．守山）（3exs‥17．Ⅶ．水主）（2♀．18．Ⅶ．上原）

大原；（1♀．17．Ⅶ，守山）

三京；（4♀，18．Ⅶ．豊留）

白井；（lex．，14．Ⅶ，水主）

亀津；（1さ，13．Ⅶ，守山）（lex．，13．Ⅶ，水主）（2S．13．Ⅶ，高井）

（13，14．Ⅶ，高井）（lex‥14．Ⅶ，水主）

犬田布；（3吉，17．Ⅶ．田窪）（1♀．17．Ⅶ．藤井）

Ⅳテングチョウ科Libytheidae

22・テンゲチョウ五指γ≠んgαCgJH∫Fuessly

手々；（lex．目撃，18．Ⅶ，二町）

大原；（多数目撃，13．Ⅶ．二町）（2令1♀．17．Ⅶ，二町）（1♀ご17．Ⅶ，

守山）（1古，18．Ⅶ，西野）

三京；（lex．目撃，18．Ⅶ．守山）

尾母；（1♀，14．Ⅶ，水主）

白井；（1谷，14．Ⅶ，水主）

伊仙；（1令，19．Ⅶ，守山）

※SATSUMA30（85）：109、112に発表済。
Ⅴマダラチョウ科Oanaidae

23．カバマダラA乃0∫αCゐry∫軸物∫Linnaeus

手々；（1♀．14．Ⅶ．田窪）（2♀，17．Ⅶ，上原）（1令2♀．17．Ⅶ．水主）

（1♀．18．Ⅶ，田窪）

山；（1♀．17．Ⅶ，上原）（1♀，17．Ⅶ，溝口）

松原；（1令，18．Ⅶ，田窪）

空港；（13．15．Ⅶ．藤井）

三京；（2含1♀，18．Ⅶ，守山）

島母；（1舌，14．Ⅶ，高井）

亀津；（4谷2♀，13．Ⅶ，守山）（1谷2♀，13．Ⅶ，水主）（1♀．13．Ⅶ．

高井）（2谷1♀，14．Ⅶ藤井）（1令，17．Ⅶ，守山）

ー43－



伊仙；（1谷，15．Ⅶ．田窪）（2含，19．Ⅶ，守山）（2谷2♀，19．Ⅶ，上原）

御前堂；（1含，19．Ⅶ，高井）

24．スジグロカバマダラぶαJα紬rαgの閑〟イαCramer

手々；（1♀．17．Ⅶ，上原）

金見；（1♀，14．’Ⅶ，二町）

浅間；（2♀，15．Ⅶ，藤井）

松原；（1♀，18．Ⅶ．二町）

亀津；（13．13．Ⅶ，守山）（1♀，16．Ⅶ，川崎）（1♀，16．Ⅶ，水主）

犬田布；（1♀，17．Ⅶ．田窪）（1古1♀，19．Ⅶ，下川）

※SATSUMA30（85）：113、115に発表済。

25．オオゴマダラIdealeuconoeErichson

大原；（1令．17．Ⅶ，守山）

※SATSUMA30（85）：113、115に発表済。

26．アサギマダラPαrα乃gZcα∫わαKoIlar

井之川岳；（1古，18．Ⅶ，水主）

27．リュウキュウアサギマダラJdeoかi∫∫i刑iJi∫Linnaeus

手々；（1♀，14．Ⅶ，田窪）（1ex‥17．Ⅶ，上原）

山；（lex‥17．Ⅶ，水主）（lex‥17．Ⅶ，久保）

大原；（lex‥15．Ⅶ．西野）（lex‥18．Ⅶ．西野）

三京；（131♀．18．Ⅶ．森田）（1古．18．Ⅶ．豊留）（2含，18．Ⅶ，守山）

井之川岳；（3exs→18．Ⅶ，水主）

尾母；（lex．目撃，14．Ⅶ，高井）

亀津；（1古，13．Ⅶ，守山）（2exs‥13，Ⅶ，水主）（1♀，15．Ⅶ，藤井）

（1♀．16．Ⅶ，藤井）（lex‥17．Ⅶ，高井）

伊仙；（1♀，15．Ⅶ，田窪）（lex‥19．Ⅶ，水主）（2谷，19．Ⅶ，守山）

Ⅵタテハチョウ科NymphaJidae

28．ツマグロヒョウモンArgyre〝∫ツタgrの〟JLinnaeus

手々；（13，17．Ⅶ．上原）（1♀，17．Ⅶ．水主）（1♀，18．Ⅶ，藤井）

井2日岳；（1古．18．Ⅶ，水主）

大原；（1古，15．Ⅶ，田窪）（lex．，17．Ⅶ，守山）

犬田布；（1♀．17．Ⅶ，田窪）

29．リュウキュウミスジⅣピタ′i∫んyJα∫Linnaeus

亭々；（1令．17．Ⅶ，上原）

大原；（1♀，13．Ⅶ．田窪）（1古，15．Ⅶ，高井）

三京；（1♀，18．Ⅶ，守山）
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尾母、白井；（1谷．14．Ⅶ．高井）

亀津；（1舌，13．Ⅶ．守山）（lex‥13．Ⅶ．水主）（1♀．13．Ⅶ．藤井）

（1谷．13．Ⅶ．高井）（1♀．14．Ⅶ．藤井）（1♀，17．Ⅶ．守山）

（1含．19．Ⅶ．藤井）

伊仙；（2令．15．Ⅶ．守山）（1谷，19．Ⅶ．守山）

上面縄；（lex‥15．Ⅶ．水主）

犬田布；（1♀，17．Ⅶ，藤井）

30．ルリタテハgd乃i∫ゑdcdけ飢丸CgLinna．eus

大原；（lS，14．Ⅶ，森田）（lex‥15．Ⅶ，高井）

三京；（lSl♀．18．Ⅶ，守山）

亀津；（lex．，13．Ⅶ．上原）（lex‥14．Ⅶ，上原）

伊仙；（1♀．19．Ⅶ，水主）

31．ヒメアカタテハCの融五α（Ⅷ壷のLinnaeus

手々；（lex‥17．Ⅶ，水主）

白井；（1ex‥14．Ⅶ．水主）

亀津；（lex‥19．Ⅶ．藤井）

伊仙；（1令，15．Ⅶ，田窪）（lex‥15．Ⅶ，水主）

犬田布；（lex‥17．Ⅶ，藤井）（1令，17．Ⅶ．田窪）

32．アカタテハⅤα乃gJ∫αわがicαHerbst

尾母、白井；（lex‥14．Ⅶ，高井）（lex‥14．Ⅶ，水主）

伊仙；（1令，19．Ⅶ，守山）

33．タテハモドキPreciSαJmα乃αLinnaeus

手々；（1令，14．Ⅶ，守山）（1谷1♀，14．Ⅶ，田窪）（5exs‥17．Ⅶ，

上原）（lex．，17．Ⅶ，水主）（13，18．Ⅶ．田窪）

山；（lex‥17．Ⅶ，水主）

空港；（1♀．15．Ⅶ，藤井）

尾母～白井；（1♀，14．Ⅶ，高井）（1ex．，14．Ⅶ，水主）

亀津；（lex．，13．Ⅶ，高井）（1♀，14．Ⅶ．藤井）（2谷，14．Ⅶ，守山）

（1含，17．Ⅶ，守山）

伊仙；（1古1♀，15．Ⅶ，守山）（2含2♀，19．Ⅶ，守山）（1ex‥19．Ⅶ．

水主）

御前堂；（leX．，19．Ⅶ，高井）

犬田布；（3♀．17．Ⅶ，藤井）（1♀，17．Ⅶ，田窪）

34．リュウキュウムラサキガγ如H矧用∫lhH振Linnaeus

亭々；（1含，14．Ⅶ，守山）（13．18．Ⅶ．野添）（lS，18．Ⅶ，田窪）
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（lS，18．Ⅶ，二町）

亀津；（1♀目撃，13．Ⅶ，守山）

※SATSUMA30（85）：113、115に発表済。，

35．イシガケチョウCyrg∫′i∫′んッodα∽α∫Boisduval

大原；（1含，14．Ⅶ，野間）

井之川岳；（lex．，18．Ⅶ．水主）

白井；（1ex‥14．Ⅶ，水主）

亀津；（1♀，13．Ⅶ，守山）

犬田布；（2exs‥17．Ⅶ．藤井）

36．アカホシゴマダラガg∫gi花αα∫∫imiJi∫Linna，euS

伊仙；（1♀目撃，20．Ⅶ，二町・江平）

※SATSUMA30（85）：116に発表済。

Ⅶジャノメチョウ科Satyridae

37・リュウキュウヒメジャノメ〟ッCαg∫hgoα刑ααのウα椚α乃αFujioka

山；（leX．目撃，16．Ⅵ【，守山）

大原；（1♀．15．Ⅶ．高井）

三京；（13，18．Ⅶ，守山・）

亀津；（1谷．14．Ⅶ．高井）（lS，14．Ⅶ，守山）

御前堂；（1令，19．Ⅶ，高井）

38．ウスイロコノマチョウ財gJα乃わJgdαLinnaeus

尾母；（1ex．目撃，14．Ⅶ．高井）

亀津；（lex．，16．Ⅶ，鮫島）（lex．目撃．18．Ⅶ．守山）

Ⅷセセリチョウ科Hesperiidae

39．アオバセセリCん0α∫クβ∫みg乃Jαmi乃iiGuerin－Meneville

大原；（lex．，15．Ⅶ．高井）

伊仙；（幼虫多数；ヤマビワより，19．Ⅶ．二町・守山・水主・野添）

40．オキナワビロードセセリ月b∫OrαCんro刑〝∫Cramer

手々～金見；（1ex．目撃，14．Ⅶ，守山）

山；（lex．目撃，16．Ⅶ．田窪）

大原；（1谷．14．Ⅶ，溝口）

41．チャバネセセリPgJo♪idα∫md沌α∫Fabricius

山；（13，16．Ⅶ，守山）（lex‥17．Ⅶ，水主）

大原；（leX‥13．Ⅶ，二町）

三京；（4♀．18．Ⅶ，守山）

尾母；（lex‥14．Ⅶ，水主）
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亀津；（2S5♀．13．Ⅶ．守山）（3ex‥13．Ⅶ，水主）（3ex‥13．Ⅶ，

田窪）（1♀，14．Ⅶ，守山）（leX‥16．Ⅶ．水主）（3♀．17．Ⅶ，

守山）（1♀．18．Ⅶ．守山）

伊仙；（lex‥15．Ⅶ，水主）（3令3♀．19．Ⅶ，守山）

42・イチモンジセセリPαr乃αrαg〟日αJαBremer＆Grey

三京；（13，18．Ⅶ．守山）

43・クロセセリNo10CryPtacurvifasciaC．＆R．Felder

井芝川岳；（lex．，18．Ⅶ，水主）

車　亀津近辺から見る
井之川岳（　同　）

ー47－



甲虫目COLEOPTERA

Iハンミョウ科CicindeHdae

l．アマミハンミョウ（徳之島亜種）Cici乃deJdカ汀ね「壷劫抑批㈲Miwa

大原、三京；（2♀♀．14．Ⅶ，三浦）（3古書1♀，15．Ⅶ，高井）（2exs．，

15．Ⅶ，西野）（2省令4♀♀，18．Ⅶ．三浦）（1♀，18．Ⅶ，三浦）

（3省令2♀♀，18．Ⅶ，高井）（2e田‥18．Ⅶ，西野）

尾母～白井；（1♀，14．Ⅶ，高井）（lex．，14．Ⅶ，西野）

アオアマミハンミョウと呼ばれるように青色型が非常に多いが，緑色型もかなり多く，極

めて稀に上超会合部等が赤味を帯る個体が得られた。

2．コハンミョウCici7dgJα∫如C〟Jαri∫Chaudoir

大原；（1♀，14．Ⅶ，三浦）

尾母～白井；（1♀，14．Ⅶ，高井）

Ⅲゴミムシ科Harpalidae

3．クビアカヒラタゴミムシエ0JOCrg♪hr〟rOαBates

大原、三京；（lex‥14．Ⅶ，三浦）

4．オオアオモリヒラタゴミムシCoり柚dg∫αCんα乃α乃Hope

大原～三京；（lex‥14．Ⅶ，小林）（2exs‥15．Ⅶ．高井）（1含，18．Ⅶ，

高井）

全て樹上から得られた。，

5．ヤセモリヒラタゴミムシCoJ♪odg∫Sy歩わBates

大原～三京；（lex‥20．Ⅶ，三浦）

6．キベリゴモクムシA叫血腫前が，叩“椚闘mHope

亀津；（1Sl♀，16．Ⅶ，高井）（1古2♀♀．17．Ⅶ，高井）

電燈に飛来したものが採集された。

7．ナガ、ソヤゴモクムシぶ紬乃Ogoクん〟∫αgO乃Oiゐ∫Bates

亀津；（1♀，16．Ⅶ，高井）

電燈に飛来した。

8．イツホシマメゴモクムシ別府料施姉のl卯玩卯両肌血払加Wiedemann

亀津；（1♀，17．Ⅶ，高井）

電燈に飛来した。

9．チビキイロゴモクムシA創動琉卸∫・彿げ胱汀のBates

亀津；（2exs．，16．Ⅶ，高井）

電燈に飛来した。
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10．ムナビロアトポシアオゴミムシ0肱媚壷の・石油ⅦgO7zOdgr〟∫Chaudoir

尾母、白井；（1令．14．Ⅶ，高井）

側溝中を這っていたものを採集した。

11．オオアトポシアオゴミムシC九gαe乃i〝∫刑icα柁∫F乱bricius

亀津；（lS，15．Ⅶ，高井）（lS，16．Ⅶ，三浦）（2♀♀，17．Ⅶ，高井）

大原～三京；（1♀，18．Ⅶ，三浦）

電燈に飛来した個体及び灯火採集の明りに集った個体が採集された。

12・アトモンアオゴミムシCんαだ花の揖oc〝α〟∫Motschulsky

大原～三京；（2古谷．18．Ⅶ，三浦）（1♀，20．Ⅶ，三浦）

灯火採集による。

13．ムナビロアオゴミムシC九gαg柁i〝∫∫erici椚icα乃∫Chaudoir

亀津；（1含，17．Ⅶ，高井）

街燈に飛来したもの。

14．クロへリアトキリゴミムシPαrg乃α花igroJ乃gααChaudoir

大原～三京；（2exs．，15．Ⅶ，高井）（lex‥18．Ⅶ．高井）

樹上から得た。

15．ヒラタヨツボシアトキリゴミムシ〟oc肋玩Ⅶ・おれ叫妬短加MacLeay

大原、三京；（lex‥18．Ⅶ，三浦）

肛ミズスマシ科

16．オオミズスマシ上）彿のdgJ（灯ig戒dri∫Modeer

大原；（lex‥15．Ⅶ，高井）（lex‥18．Ⅶ．西野）

水溜りで採集した。

Ⅳガムシ科Hydrophilidae

17．ヒメガムシぶ紬r乃0毎姉の・瑚壇邪Fabricius

大原、三京；（lex‥18．Ⅶ，三浦）

亀津；（lex‥16．Ⅶ，高井）

明りに飛来したものが採集された。

18・ガムシ瑚r坤んiJ〟∫αC〟mi加地Motschulsky

大原～三京；（1令，19．Ⅶ，三浦）

明りに飛来した。

19．コガタガムシガ〆γ0クんiJα∫Cd∫ん抑irg乃∫i∫・Redtenbacher

亀津；（1含1♀，13．Ⅶ，三浦）（lex‥14．Ⅶ，高井）

大原～三京；（1含，18．Ⅶ，三浦）

明りに飛来したものが採集された。
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Vシデムシ科SiJphidae

20．オオモモプトシデムシAkcrαか∫α∫i戚ic〟∫Portevin

亀津；（1♀（未熟個体），14．Ⅶ，高井）

大原～三京；（1令，18．Ⅶ，三浦）（1谷1♀，19．Ⅶ，三浦）

Ⅵバネカクシ科Staphilinidae

21．アオバアリガタバネカクシ1もαお7Ⅶ∫ノ旋貯妙郎Curtis

亀津；（lex‥16．Ⅶ，高井）

22．クロズトガリバネカクシエわ短Cんαrね乃紗・icゆ∫Kraatz

亀津；（1ex‥15．Ⅷ，高井）

23．ウスイロホソナガバネカクシⅩg∫goJ彿の・♪“砂肝Sharp

亀津；（1ex‥14．Ⅶ，高井）

24．Cq葎”Sp．

亀津；（1ex‥14．Ⅶ，高井）（lex‥16．Ⅶ，高井）

Ⅶクワガタムシ料Lucanidae

25．オキナワノコギリクワガタPro∫坤OCOi〟∫成∫∫imiJh滋∫∫椚iJわBoileau

大原、三京；（1含1♀，14．Ⅶ．三浦）（1苫1♀．15．Ⅶ，高井）（1古．18．

Ⅶ，鮫忌）（5省令3♀♀，18．Ⅶ，三浦）（1含，19．Ⅶ，鮫忌）

（1♀，20．Ⅶ，三浦）

亀津；（1Sl♀．14．Ⅶ，高井）（2古書．16．Ⅶ，高井）（1令l♀，17．Ⅶ．

高井）

犬田布岬；（1吉，17．Ⅶ，大賀）

御善堂；（5古34♀♀，19．Ⅶ，高井）

電燈で多く採集された他，シイ等の樹上にも多く見られた。黒色で，雌上麹の隆条は明ら

かな原亜種である。

26．ヒラタクワガタ（奄美亜種）エbrc〝∫gigα〝〝∫ビルgd邪Boileau

徳和瀬（チップ工場）；（1♀，15．Ⅶ．三浦）

大原～三京；（1古，15．Ⅶ，高井）（1谷，18．Ⅶ，鮫島）（1古1♀，18．Ⅶ，

三浦）（4♀♀，19．Ⅶ，三浦）

上麹光沢の強く美しい奄美亜種が産する。

27．スジプトヒラタクワガタかorcのCO∫ム別物はBoileau

大原、三京；（lS（死体）．15．Ⅶ，高井）（2省令，18．Ⅶ，鮫島）（2古書，

18．Ⅶ，三浦）（2令名1♀，19．Ⅶ．鮫畠）（1令，19．Ⅶ，三浦）

（1令，20．Ⅶ，三浦）

夜間に樹瀞に来るもののようで昼間は得られなかった。
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28．リュウキュウコクワガタ（奄美亜桂）〟bcrodorα∫最前紺肌川の・α肋紺前川の

Nomura．

大原、三京；（1令1♀，19．Ⅶ，二町）

夜間に採集されたが，非常に稀なようである。

29．アマミシカクワガタ‰〟〟∫rgC′icomhKurosawa

大原～三京；（lS．18．Ⅶ．三浦）（1♀，19．Ⅶ，三浦）

やはり夜間に採集されたが，非常に稀なようである。

前種とは前胸側縁が鋸歯状となることで区別できる。

30．ネプトクワガタAgg〟∫αgUicoZgわSauIderssubSP・

大原、三京；（1♀，19．Ⅶ．鮫島）

徳之島新記録と思われる。

31．サビクワガタG乃αクんαOryJUgわ乃〟∫lTho細nSOn

御善堂；（13，19．Ⅶ，高井）

日本末記録種であったので．SATSUMA30（85）p．197に報告した。

32．ルイスツノヒョウタンクワガタ．賄嵐滋のik肌崩Boileau

大原～三貢；（1含．18．Ⅶ．鮫島）（1令．19．Ⅶ，三浦）

流木により分布を拡大したと考えられる種で，本島における分布も同じ起源によるものと

患われる。

33．マメクワガタダig妨田j卸別事接のWaterhouse

大原、三京；（lex‥20．Ⅶ，三浦）

夜間に採集された。

Ⅷア、ソバコガネ科Hybosoridae

34．フチトリア、ソバコガネPゐαgOCんro〟∫g〝∽rgi乃玖わバLewis

大原～三京；（lex‥18．Ⅶ，三浦）

徳和瀬（チップ工場）；（lex‥17．Ⅶ，三浦）

亀津；（2exs‥17．Ⅶ，高井）

Ⅸコガネムシ科Scarabaeidae

35．フタスジカンショコガネAクOgO乃α討Cαr乃ααLewis

大原～三京；（5exs‥18．Ⅶ，三浦）

亀津；（lex‥13．Ⅶ，高井）

夜間に主に電燈に飛来したものが採集された。亀津で採集された個体は体色が明るい。

36．コカブトムシ（奄美亜種）五0如ig〟r〝∫ぐみ那花∫ねirrgg加αrねPrell

徳和瀬（チップ工場）；（1♀，17．Ⅶ，三浦）

大原、三京；（1♀．18．Ⅶ，三浦）（1♀，19．Ⅶ，三浦）（1♀．20．Ⅶ，三浦）
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伊仙；（1♀（死体），19．Ⅶ，三浦）

徳之島新記録と思われる。

37．オオシマドゥガネ　A7zOmαJα　CんJor。dgrのα　Arrow

大原～三京；（2exs‥

亀津；（lex‥14．

38．アオドゥガネ（奄美亜種）

14．Ⅶ，三浦）

Ⅶ，高井）

Anomala albopilosa gracilis Schonfeldt

亀津；（2exs‥13．

高井）（3exs‥

大原～三京；（2exs‥

38．a．アオドゥガネ（沖縄亜種）

亀津；（3exs‥13．

高井）（5exs‥

Ⅶ，高井）（4exs‥14．Ⅶ，高井）（4exs‥16．Ⅶ，

17．Ⅶ，高井）

14．Ⅶ．三浦）

A70mααα路0♪io∫αツα∫んroiSawada

Ⅶ，高井）（2exs‥14．Ⅶ，高井）（lex‥15．Ⅶ，

16．Ⅶ，高井）（4exs‥17．Ⅶ．高井）

奄美亜種と沖縄亜種の両方が，この島で採集されることは既に中田（1981）が述べてい

るが．これらが，混棲しながらも生殖的な隔離を持っているのか，それとも難交が起こって

いるのか，興味深い。

39．ヒラタハナムグリNipPonovalgusangusticollisWaterhousesubsp・

大原；（lex‥15．Ⅶ，西野）（1ex‥18．Ⅶ，西野）

徳之島新記録と思われる。

40．オオシマアオハナムダリ（徳之島亜種）ProαedαeJα∫♪grααFairmairesubsp・

大原、三京；（1♀，14．Ⅶ，三浦）（lex‥15．Ⅶ，高井）（13，19．Ⅶ，

三浦）

尾母～白井；（lex‥14．Ⅶ．高井）

41．リュウキュウ、ソヤハナムグリ（奄美亜種）ケ0αわαタrygrOぶんimα乃αNonrried

亀津；（1古，13．Ⅶ，三浦）（2exs‥13．Ⅶ，高井）（131♀，15．Ⅶ，

三浦）（3e芯‥17．Ⅶ，高井）

金見崎；（5古谷1♀，14．Ⅶ，守山）

尾母～白井；（1含，14．Ⅶ，高井）

一応，上記亜種名を当てておいた。奄美大島産との比較ができなかったのだが，小楯板付

近の点刻は浅いが明らかである。
42．アオヒメハナムダリ0JyCgO柁αカrわC〟αJanson

徳和瀬（チップ工場）；（1♀，13．Ⅶ，三浦）

尾母～白井；（3exs．．14．Ⅶ，高井）
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43．ムシスジコがネ（奄美亜種）AlI0研αJααお戒〟Jddmαmiα抽才：Nomura

亀津；（1♀．13．Ⅶ‾．三浦）（l♀，15．Ⅶ，三浦）（lex‥16．Ⅶ．鮫島）

（lex‥16．Ⅶ．高井）

一応上記亜種名を当てておく。奄美大島産の標本を見ていないし．徳之島産に対し．亜種

名を付した文献を見ていないが∴仲之永良部島のものとは異なり上知の光沢はより鈍く，上初

陣条はより明らかである。

Ⅹマルハナノミ科Helodidae

44．ケマダラマルハナノミぶcir紬J（血短の周期のNakane

大原；（lex‥15．Ⅶ．高井）

45・q如sp．

大原～三京；（lex‥18．Ⅶ，高井）

訂ナガハナノミ科PtiJodactyLidae

46．アマミコヒゲナガハナノミP′iZoゐC秒Jα戯けα刑io∫んわ甑川旭Nakane

大原、三京；（1♀，15．Ⅶ，高井）

瀾タマムシ科Buprestidae

47．オオシマルリタマムシC嫉脚の肌用くわ〝則男Waterhouse

亀津；（1含，1乙．Ⅶ，高井）（1令1♀．15．Ⅶ，小林）（lS，15．Ⅶ，三浦）

（131♀，17．Ⅶ，高井）

上面繹；（1♀，15．Ⅶ，水主）

エノキ（リュウキユウエノキ？）の周囲を多数の個体が飛びまわるのが見られた。

48．アオウバクマムシC短Jcqpんorαノ上砂の症鵠lの最初功はSchonreldt

徳和瀬（チップ工場）；（8含32♀♀，13．Ⅶ，小林）（lSl♀，1．3．Ⅶ，三浦）

（3exs‥17．Ⅶ．西野）（5省令7♀♀，17．Ⅶ，高井）

犬田布；（1♀，17．Ⅶ，藤井）

マ、ソの1種の伐採木で，多数得られた。本土のウバクマムシの亜種であるが，上記和名が

非常に一般的なので．これを用いた。次種も同喝にマ、ソの1種の伐採木で多数得られた。

49・サ、ソマウバクマムシ（奄美亜種）C短Jco如0mγ的乃α乃α乃∫〟αrhThery

徳和瀬（チップ工場）；（3SSa♀♀，13．Ⅶ，小林）（4古書2♀♀，13．Ⅶ．

三浦）（5exS‥17．Ⅶ，西野）（3古谷2♀♀，17．Ⅶ，

高井）

50．アヤムネスジタマムシCんrッ銅ゐ㈲αJ細流前Saunders

亀津；（2exs‥13．Ⅶ，小林）

手々；（lex‥17．Ⅶ，野添）

大原～三京；（lex．，18．Ⅶ，西野）（lex‥18．Ⅶ．高井）
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Ⅷコメ、ソキムシ科Elateridae

51．オオクシヒゲコメッキTbけi紗5g彿∫iCand占ze

大原、三京；（lex‥19．Ⅶ，三浦）

燈火採集で得られた。

／＼52．ミヤケオオサビキコリ4g7・ツタ花〟∫〝め扇巌Ohira

亀津；（lex‥17．Ⅶ，高井）

53．ミゾムネヒメサビキコリAgmゆ椚β：四励如Kishii

亀津；（1♀，13．Ⅶ，高井）

／＼Ohira（1977）によれば徳之島禾記録かと患われる。

54．シロオビチビサビキコリ月n打毎JαのmicmCe如∽dガoJわ（Lcwis）

大原；（lex‥18．Ⅶ，高井）

55．オオフクモンウバクマコメ、ソキAmααわαrUα〟∫αrUα〟∫（Candeze）

亀津；（lex‥14．Ⅶ．高井）

大原～三京；（1古2♀♀，18．Ⅶ，三浦）

夜間，明りに飛来するものが採集される。

56．ウバクマコメ、ソキAJα祝∫l短竹のCandbze

徳和瀬；（チップ工場）；（1♀，13．Ⅶ，三浦）（1含1♀，15．Ⅶ．三浦）

伊仙；（1含，19．Ⅶ，三浦）

御善堂；（lex‥19．Ⅶ，高井）

57．ヒゲコメ、ソキアgc紬cgm′or紬乃giCafd昌zel

大原；（1含，18．Ⅶ．西野）

58．タカリ＼シチビマメコメ、ソキの脇∫〝雛∫α励磁∫最iMiwa

亀津；（lex‥14．Ⅶ，高井）

ノヽ′ヽ
59．オキナワムネアカクチポソコメッキGgッ如0乃yzr〟みricoJH∫0鮎如髄吻用Chujo

大原；（1ex‥15．Ⅶ，高井）

60．オオナガコメッキ且αgr∫ieo最iCandeze：

大原、三京；（5exs‥18．Ⅶ，三浦）

夜間に採集された。

61．トクノシマハナコメ、ソキアαrαCα7ゼio♪ゐor〟∫′0鳥αrα九giα乃〝∫Kishii

喜念；（1省，16．Ⅶ，高井）

本種の亜種は純分しすぎの感があり，上記亜種名が適当かどうか疑問。

ⅩⅣコメッキダマシ科Eucnemidae

62・ダor乃αrSp．

大原；rlex．，15．Ⅶ．高井）
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椚ナガシンクイムシ科Bostrychidae

63・オオナガシンクイ戌融通短頻直射1血相〃如脚力Lesne

大原～三京；（6exs‥18．Ⅶ，三浦）（3exs．，19，Ⅶ，三浦）

ⅩⅥケシキスイムシ科Nitidulidae

G4・アカマダラケシキスイエα∫io血の扉の．針山のMacLeay

大原、三京；（lex‥18．Ⅶ．三浦）

65．クリイロデオキスイG如iJのmαrgi乃eJJ〟∫Fahricius

御草堂；（lex‥19．Ⅶ，高井）

ⅩⅦホソヒラタムシ科Silvanidae

G6．ミツモンセマルヒラタムシP∫α桝11秒gCの′rig如ねl〟∫Reitter

大原；（2exs‥15．Ⅶ，高井）（lex‥18．Ⅶ．高井）

XⅧテントウムシ科CoccineJlidae

67．ニジュウヤホシテントウガ抑制吋が山路短屈・のg乃gocJo♪〟柁CαdFabricius

亀津；（1ex‥13．Ⅶ，高井）（lex‥17．Ⅶ，高井）

68．ジュウニマダラテントウ動以路肋αきぬ通路最Mulsant

大原；（lex‥15．Ⅶ，高井）（lex．，18．Ⅶ，三浦）（2exs‥18．Ⅶ．

高井）

69．ダイダイテントウRodoJα0財花αWg乃JJMiyatake

亀津；（lex‥14．Ⅶ，高井）

70．タイワンヒメテントウ飢明暗の．川血短（Weise）

亀津；（5exs‥14．Ⅶ，高井）

71．リュウキュウナガヒメテントウルゆ玩∫r脚も肌馳前SasaJl

亀津；（lex‥14．Ⅶ，高井）

大原；（2exB‥15．Ⅶ．高井）

72．ブタモンクロテントTjCry♪tognusorbiculusGyllenhal

亀津；（1♀，13．Ⅶ，高井）（3省令4♀♀，14．Ⅶ，高井）

徳和瀬；（1♀，17．Ⅶ，高井）

73．ダンダラテントウ〟g乃OcんiJ〟∫．錐∬刑必“〃αわ“Fabricius

亀津；（2exs‥13．Ⅶ，高井）（lex‥14．Ⅶ，高井）（lex‥16．Ⅶ，

高井）（lex‥17．Ⅶ．高井）

大原；（lex‥15．Ⅶ，西野）

74・ナナホシテントウ払m海路7“動物ゆ仙血血j吻納材∽兢舶（Linn苗）

金見崎；（lex‥14．Ⅶ．守山）

本土産は別亜種となる。
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75・ヒメカメノコテントウ（ヨツボシ型）乃・吻7ααノα如乃icαThunberg

r．dio乃βαMulsant

亀津；（2exs‥13．Ⅶ．高井）（lex‥16．Ⅶ．高井）

1Ⅸゴミムシダマシ科Tenebrionidae

76．オオクビカクシゴミムシダマシかicrdeo∫わCαr乃α〟∫∫んirog〟iNaka′ne

大原、三京；（lex．．19．Ⅶ，三浦）（1ex‥20．Ⅶ，三浦）

大原；（lex‥18．Ⅶ，高井）

亀津；（1ex‥18．Ⅶ，高井）

77．モンキゴミムシダマシかねクビわ∫JgwZ∫iBates

徳和撫；（3exs‥13．Ⅶ，三浦）

大原、三京；（7ex8．，18．Ⅶ，三浦）（lex‥19．Ⅶ，三浦）

徳和瀬の採集品はチップ工場におけるものである。

78．ムラサキツヤゴミムシダマシAdJααわorNakane

大原、三京；（lex‥14．Ⅶ，三浦）（1ex‥15．Ⅶ，高井）（lex‥18．Ⅶ．

三浦）（3exs‥18．Ⅶ，高井）

伊仙；（lex‥19．Ⅶ，三浦）

18日高井採集のもののうち．1頭は他の個体より小型で頭胸背の色彩が異なる。

79．ガイマイゴミムシダマシA物五山玩び（五坤〝壷のP孔nzer

亀津；（1ex‥17．Ⅶ，高井）

80．オオ、ソヤホソゴミムシダマシ〟g〝坤ゐiJ〟∫αrCi∫CeJhMarseul

亀津；（1含，16．Ⅶ，高井）

81．オオシマナガゴミムシダマシgge柁わ0∫振れ牲α柁〟∫Miwa

大原～三京；（1含1♀．15．Ⅶ，高井）（lex‥18．Ⅶ，三浦）（lex‥19．

Ⅶ，三浦）（lex‥20．Ⅶ，三浦）

82．ヒメツノゴミムシダマシCr頭転用∫如拙痢ん加Lewis

大原～三京；（1含，18．Ⅶ，三浦）

83・ニジゴミムシダマシTe加商姉短．短彿庖即Laevis

大原～三京；（1ex‥18．Ⅶ，高井）

84・リュウキュウオオニジゴミムシダマシ（新称）ガβ刑icgmJ切抗関前Kaszab

大原、三京；（lex‥15．Ⅶ，高井）

85．ルリスジキマワリモドキ凸胡瓜肋跡地FA明知前の加加MarSeul

大原～三京；（lex‥14．Ⅶ，小林）（1令2♀♀，14．Ⅶ，三浦）（3exs‥

15．Ⅶ，高井）

徳和瀬（チップ工場）；（lex‥17．Ⅶ，高井）
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86．ニジコマルキマワリEJiJOαir元方coJJわirムガcoJJねNaka．ne

亀津；（1ex‥13．Ⅶ．高井）

‡Ⅹハムシダマシ科Lagriidae

87・ヒゲブトゴミムシダマシム廻れ坤ぶ．高相鋸南MarSeul

大原、三京；（2exs‥15．Ⅶ，高井）（3exs‥18．Ⅶ．三哺）

I刀ホソキカワムシ科HemipepJidae

88・ホソ車力ワムシ月初叫卸が∽・酢わ働別けのKamiya

大原～三京；（lex‥15．Ⅶ，高井）

徳之島での記録を聞いたことがなかったのでSA．TSUMA（87）p．53に報告した。

XXnハナノミ科MordelHdae

ノヽ89・クリイロヒゲバナノざ打geα批乃0椚α如抄dわKono

大原、三京；（1令，19．Ⅶ，三浦）

夜間に採集された。

90・ヨ、ソモンハナノミⅤαriim07・血．わ灯“短Nomura

大原～三京；（lex‥18．Ⅶ，高井）

91．フクモンヒメハナノミ。れ山側蛸壷親心蝕脇．頼知れ如血Marseul

亀津；（2exs‥13．Ⅶ，高井）

垣母、白井；（1ex‥14．Ⅶ，高井）

XX皿カミキリモドキ科Oedemeridae

92．ハイイロカミキリモドキ」弘兢Id肥前如湖南Motschulsky

亀津；（5exs‥13．Ⅶ，高井）（lex‥14．Ⅶ，高井）（2exs‥15．Ⅶ，

高井）（2exs．，17．Ⅶ，高井）

全て電燈に集って来たものである。徳之島産は原亜種に属する。

ⅩⅩⅣカミキリムシ科Cerambycidae

93．コゲチャヒラタカミキリ且祝rツタ0ゐ〟乃icoJ〝Hayashi

大原、三京；（1♀，17．Ⅶ，鮫島）（2♀♀，18．Ⅶ，三浦）

杉野・高桑（1974）により記録されているが少ないようである。

94．ベ一、ソヒラタカミキリ且〟r）やOdαあα紬∫iGahan

大原～三京；（1♀．17．Ⅶ，鮫島）（4♀♀．18．Ⅶ．三浦）（1含．18．Ⅶ．

高井）（2♀♀．19．Ⅶ．鮫島）（1♀，19．Ⅶ，三浦）（2♀♀，20．

Ⅶ，三浦）

高井採集の1令はシイの生木のはがれかかった樹皮の下から．他は全て．夜間の燈火採集

により採集された。
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95．ツシマムナクボカミキリCg♪んddJ〝∫〟乃icoJα・（Gahan）

亀津；（1♀，13．Ⅶ，高井）

夜間，街燈で採集した。

96．アマミムネスジウスバカミキリNortiapnLinicollisGressitt

大原、三京；（1谷．17．Ⅶ，鮫島）

97．キマダラヤマカミキリP∫β〟dαgOg∫娩g∫Cry∫0沌rJ（Bates）

大原、三京；（5exs‥17．Ⅶ，鮫忌）（20exs‥18．Ⅶ，鮫島）（17古谷14

♀♀，18．Ⅶ．三浦）（54古書40♀♀，20．Ⅶ，三浦）

一般に離島では個体数の少ない種といわれる本種であるが，今回，伐採地での燈火採集に

より．多数採集され．上記の他に，更に数十頭が採集され採集頭数の総計は150－－200

程になると思われるが，それでもうんざりして採集しなかったものがかなりあったとのこと

である。亜種鳥〝rO∫α似2i（Gressitt）に属する。
98．キイロミヤマカミキリ〟αrgi紬∫ノ最彿通の（Pascoe）

大原～三京；（3古谷，18．Ⅶ，三浦）（lex‥19．Ⅶ，鮫畠）（1古1♀，19．

Ⅶ，三浦）（2exs．，20．Ⅶ，鮫忌）

夜間採集により得られた。

99．アマミトビイロカミキリAJoれ恋〟∫αmαme柁∫わHayashi

大原～三京；（lex‥17．Ⅶ，鮫忌）（2exs‥18．Ⅶ，鮫畠）（1含3♀♀，18．

Ⅶ，三浦）

夜間採集により得られた。

100．ヨコヤマヒメカミキリCe柁∫i〟∽んogoクんαe〟刑Bates

大原、三京；（3exs．，18．Ⅶ，三浦）

101．リュウキュウヒメカミキ．）CeresiumfiLSCumMatsushitaetMatsushita

大原、三京；（lex‥18．Ⅶ，三浦）（lex‥19．Ⅶ，三浦）

102．チャイロヒメカミキリCg柁∫i研柁5壷壷わGahan

大原、三京；（2exs‥18．Ⅶ，鮫島）（4exs‥18．Ⅶ，三浦）（2exs．，19．

Ⅶ，三浦）

103．ヒゲナガヒメカミキリCgrg∫i〟刑Jo明gicαⅥgPic

亀津；（lex‥13．Ⅶ，高井）

徳和瀬；（lex‥17．Ⅶ，高井）チップ工場で採集。

104．ホソガタヒメカミキリCbrの前脚【（有用gα紬抑MatSuShita

亀津；（lex‥13．Ⅶ，高井）

尾母～白井；（lex‥14．Ⅶ，西野）

大原～三京；（5exs‥18．Ⅶ．鮫島）（12exs‥18．Ⅶ，三浦）（2exs‥19．
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Ⅶ，鮫島）（1ex‥19．Ⅶ，三浦）（3exs．，20．Ⅶ，三浦）

105．イエカミキりStromatiLLml07tgiCOT77e（Newman）

亀津；（1♀，18．Ⅶ，鮫島）

夜間に街燈に来ていたものが採集された。

106．ムモンチャイロホソバネカミキリT妨切前び7叫も肌那（Bates）

大原；（1♀．20．Ⅶ，鮫島）

徳之島新記録の種である。

107．アマミトラカミキリ耳ygo′rec短∫α乃g〟gigんor‘ばGressitt

大原、三京；（1♀，16．Ⅶ，鮫島）（1♀，20．Ⅶ，鮫島）

108．フタオビミドリトラカミキリC〟〝如∫∽α∫CO∫〟∫（Bates）

大原～三京；（lex‥16．Ⅶ，鮫畠）

109．オキナワキボシカミキリP∫αCO磁αg柁e〟rO∫α∽αC〟〟dBreuning

善念；（lex‥16．Ⅶ，大賀）

亀津；（2exs．，18．Ⅶ，鮫畠）（1古，13．Ⅶ，高井）

大原；（1♀，15．Ⅶ，高井）

110．オオシマゴマダラカミキリA7叫坤んorα0∫最〝∽乃α（Fairmaire．）

大原、三京；（1♀，14．Ⅶ，溝口）（1古，15．Ⅶ．高井）

尾母～白井；（1含，14．Ⅶ，西野）

徳之島産は上旬斑紋が白い

111．オオシマヤハズカミキリUmgC短0ぶんimα花αBreuning

大原～三京；（1吉．17．Ⅶ，鮫島）（1古，18．Ⅶ，三浦）（1令1♀，19．Ⅶ，

三浦）

112．オオシマビロウドカミキリAcαJoJ坤ね0∫ん彿収用旭（Breunlng）

大原、三京；（1♀，16．Ⅶ．鮫畠）

113・アマミビロウドカミキリAcdoJ倒αdW柁id陽（HayaShi）

大原～三京；（1♀．16．Ⅶ，鮫畠）

114．シロスジカミキリ月α紬CgrαJi乃eOねねChevrolat

尾母～白井；（lex‥14．Ⅶ．高井）

115・ナカジロゴマフカミキリ〟わ0∫α0卿iHayashisubsp・

大原～三京；（lex‥18．Ⅶ，鮫島）（lex‥18．Ⅶ．西野）（131♀，18．

Ⅶ，高井）（lex‥19．Ⅶ，鮫畠）（1♀，20．Ⅶ，三浦）

徳之島新記録の種である。枯れ葉（かなり幹燥していた）のついた伐採木から得られた。

116．ムツボシシロカミキリOlenecamptusbilobustaiwanensisDillonetDillon

尾母、白井；（lex‥14．Ⅶ，西野）
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大原、三京；（1♀，18．Ⅶ，二町）（1♀，18．Ⅶ，鮫畠）

イヌブナの葉上等から得られた。

117．タカサゴシロカミキリOJ川粕川劇加∴わγ∽0∫（〃相∫Pic

亀徳；（1♀，17．Ⅶ，三浦）

大原；（1♀，20．Ⅶ，三浦）

118．コゲチャサビカミキリ〟imgCね山九2刀雅γね抜け旭（Ma′tSuShita）

亀津；（lex‥13．Ⅶ，西野）

三京；（1♀，19．Ⅶ，三浦）

119∴クロオビトゲムネカミキリ励加五妙「カ相通加Matsushita

大原～三京；（2exs‥16．Ⅶ，鮫畠）

亜種nobwi（BreuningetOhbayashi）に含まれる。

120．ワモンサビカミキリPeroo♪んαα乃乃〟αα（Chevrolat）

亀津；（1令．15．Ⅶ，三浦）

大原、三京；（lex‥16．Ⅶ，鮫忌）（lex‥18．Ⅶ，鮫島）

121．コブバネサビカミキリPgrPOク磁αgiああ0∫iクの川わPic

大原、三京；（5exs‥16．Ⅶ，鮫畠）（6exs‥17．Ⅶ，鮫畠）（1♀，18．

Ⅶ．三浦）（3exs‥18．Ⅶ，西野）（2省令2♀♀，18．Ⅶ，

高井）（1♀，19．Ⅶ，三浦）（1含，20．Ⅶ，三浦）

乾燥した枯れ葉の付いたシイの伐採木より採集された。

122．オキナワバネナシサビカミキリP∫g批7αJedoUαねHayashi

大原；（3exs‥14．Ⅶ，鮫島）（1♀，14．Ⅶ，三浦）

123．ヨスジシラホシサビカミキリAク0仇eCy乃αんわoro（Fabricius）

大原～三京；（1♀，14．Ⅶ，鮫畠）（1♀，14．Ⅶ，三浦）（1♀，18．Ⅶ，

鮫島）（1右，18．Ⅶ，三浦）．

124．ウスフクモンサビカミキリRqt・icaformosananobuoiBreuninget

Ohbayashi

大原、三京；（lex‥16．Ⅶ，鮫島）（4exs‥18．Ⅶ，三浦）（3exs‥

19．Ⅶ，三浦）（lex‥20．Ⅶ，三浦）

125．アヤモンチビカミキリ恥rαOr盛花αα∫〟のβ∫∫gmα・Breuning

大原、三京；（3exs‥14．Ⅶ．鮫畠）（1令1♀，14．Ⅶ，三浦）（1♀，18．

Ⅶ，三浦）（2古谷．19．Ⅶ，三浦）（1♀，20．Ⅶ，三浦）

亀徳；（1令，13．Ⅶ，三浦）（lex．，15．Ⅶ，鮫畠）

126．アトモンチビカミキリああ7Ⅵ一転創有坂2∂此彿施肥Bates

亀津；（2exs‥13．・Ⅶ，高井）（lex‥13．Ⅶ，西野）
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127．シロオビチビカミキリぷyあro成みomα∫〝好ゐ流血Bates

大原；（2exs‥18．Ⅶ，三浦）

128・オオシマウスアヤカミキリβ〝megゆiα0∫ん彿堀川旭Breuning

亀徳；（1♀，17．Ⅶ，三浦）

129・アラキドゥボソカミキリPo沌y柁gんαγα∫んiiBreuning

大原；（lex‥14．Ⅶ，鮫畠）

亀徳；（lex‥20．Ⅶ，鮫島）

130・オオシマドゥボソカミキリ上bgJわα0∫九mα乃α（Breuning）

大原；（lex．，15．Ⅶ．西野）（3exs‥15．Ⅶ．高井）

枯れたススキ類の1種から採集した。

131．スジシロカミキリGJg乃gαJi乃紺ねJi〝eα′αGahan

大原；（lex‥15．Ⅶ，高井）

ⅩⅩVハムシ科Chrysomeridae

／ヽノヽ132．ヒメアカクビボソハムシ上川は．如顔面Chujo

亀津；（lex．，16．Ⅶ．高井）

ヘノヽ133・キボシ’ソツハムシC7つ少紬CゆんαJ〟∫クgrgJggα乃∫i乃∫〟Jα乃〟∫Chujo

大原、三京；rl谷1♀，15．Ⅶ，高井）

134．ニセウスイロサルハムシ月α∫iJ脚αんirαγα椚αi（ChGj；）

大原、三京；（lex‥18．Ⅶ，高井）

135・オキナワイモサルハムシCoJα坤050mαα〟r葎g乃乃eMotschulsky

亀津；（lex‥14．Ⅶ，高井）

Kimoto（1980）によれば末記録のようである。

ノヽ′ヽ136．シャシャンポサルハムシCoJがクOiゐ∫∫αgUα（Chujo）

大原～三京；（lex‥15．Ⅶ，高井）

137・ウリハムシAulacophwafbmoralisMotSchulsky

亀津；（3exs．，13．Ⅶ，高井）（lex‥14．Ⅶ，高井）

亀徳；（lex‥15．Ⅶ．三浦）

大原～三京；（2exs‥19．Ⅶ，三浦）

ノヽへ138・クロウリハムシ（南西諸島亜種）A〟払明細机上前田如朋お名前材秘棚ぬChujo

大原～三京；（lex‥15，Ⅶ，高井）（lex‥18．Ⅶ，西野）（2exs．，18．

Ⅶ，高井）

139．ルリバネウリハムシ血α。。♪んor。00。ゐ00g花∫ねChGj；

大原、三京；（lex．．15．Ⅶ，高井）
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140．アトボシハムシParideaangulicollisMotschulsky

大原；（lex‥18．Ⅶ，西野）

141．キベリヒラタノミハムシ丑期顔膵わCね戒如湘南（壷蝕輌棚かWeise

尾母、白井；（4e迅‥14．Ⅶ，高井）

大原、三京；（3e芯‥15．Ⅶ，高井）（1ex．，18．Ⅶ，西野）

142．ミヤモトホソヒラタハムシム坤有頭Ⅵ1通弊料融壷Kimoto

大原；（lex‥15．Ⅶ，高井）

Kimoto（1979）によれば分布は奄美大島のみ挙げられており，徳之島新記録と思われ

る。

143．サメハダツプノミハムシ4クわん0伽∫grigo∫αBaly

大原～三京；（lex‥15．

XXⅥヒゲナガゾウムシ科

144．エグリフトヒゲナガゾウムシ

大原～三京；（lex‥18．

145．シロモンオオヒゲナガゾウムシ

大原、三京；（lex．，15．

Ⅶ，高井）

Anthribidae

．ヾ／J！…‘／げ．・、ヾわJ申・．・いJl∫．l・汀。日日

Ⅶ，三浦）

腸cocgm∫毎Ⅶ血ほ那ねNakane

Ⅶ，西野）

立ち枯れより採集された。

ⅩⅩⅦ　オトシブミ科　AtteJabidae

l46．クロケシ、ソプオトシブミ　A面接戯わr　山融抑彿J Roelofs

大原～三京；（l ex‥18．Ⅶ，高井）

ⅩIⅧ　ミ、ソギリゾウムシ科　Brenthidae

l47．ミツギリゾウムシ　月αryrrんy乃Cん〟∫　卯肋前．Roelofs

大原、三京；（1♀，15．Ⅶ，西野）（1令，15．Ⅶ．高井）（1♀，18．Ⅶ，

西野）（1♀．18．Ⅶ，高井）

148・、ソヤケシオニミ、ソギリゾウムシ　エ坤ね甥0り舟抑ゆ短血路J短m欄の　Morimoto

大原、三京；（l ex‥　20．Ⅶ．三浦）

森本（1979）によれば禾記録のようである。

ⅩⅩⅨ　ゾウムシ科　Curcurionidae
ノヽ　ノヽ

149．オキナワクワゾウムシ　耳クi∫0刑の　刑Ori Kono

亀津；（1路．，13．Ⅶ．西野）（lex‥13．Ⅶ．高井）

亀徳；（l ex‥17．Ⅶ．三浦）
lヽへ

150・シロアナアキゾウムシ　月y oの〟∫　UO∫Si Chujo

亀津；（l ex‥14．Ⅶ，高井）

大原、三京；（2exs．．15．Ⅶ，高井）（l ex‥17．Ⅶ．小林）（16exs‥

18．Ⅶ，三浦）（l ex‥18．Ⅶ，西野）（3exs‥19．Ⅶ．三浦）
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夜間の燈火採集でよく採集された他，樹上のものがよく採集された。

151．Oroc九g∫わ　SP．

大原；（1ex．，18．Ⅶ，高井）

152．ヒメクチカクシゾウムシ　ぶッro′eg〟∫　〟閉るro∫〟∫　Rolofs

大原；（l ex‥18．Ⅶ，高井）

153．コギンスジゾウムシ　7旋ん〟∫　OUdJわ　Roelofs

亀津；（l ex．，13．Ⅶ，高井）

154．g e柁0∫CeH∫　Sp．

徳和瀬（チップ工場）；（l ex‥17．Ⅶ．高井）

参　　考　　文　　献　　一

単に同定のみに用いたものは省略し，新記録の根拠としたものを中心にして列記しておく。

1）　Kimoto S．（1979）Check－List of CoIeoptera of Japan（17）　Fam．

ChTySOmeridae（1）3pp．

（1980）ibid．（18）Fam．Chrysomeridae（2）10pp．

3）KurosawaY．（1976）ibid．（1）Fam．Lucanidae9pp．

4）三宅純男（1971）奄美と琉球列島のクワガタ類，月刊むし（2）：28－29

5）森本桂（1979）日本産ミ、ソギリゾウムシ科概説（2），甲虫ニュース（47）：1－5

6）中田隆昭（1981）コガネムシ・シリーズ（14）徳之島，のせ10（8）：613－614，大阪昆同，

／＼7）ohiraH．（1977）Check－ListofColepteraofJapan（11）Fam．

EJateridae（1）7pp．

8）坂元幸一（1972）鹿児島県のクワガタムシ．SATSUMA（63）：77－109p】S．1－4

月）下村徹1杉野広一（1974）徳之島末記録のカミキリ4種．月刊むし（45）：32－33

10）杉野広一・高桑正敏（1974）徳之島のカミキリ，月刊むし（39）：6－7＆9－14

11）高井泰（1981）E］本初記録のサビクワガタの徳之島及び佐多岬での記録．SATSUMA（85）

：197－198

12）（1982）ホソキカワムシの奄美群島徳之島からの記録，同上（87）：53

追加

Ⅸコガネムシ科

43．ムシスジコガネAlzO〝∽Jαα7跳ねJαα刑α刑iα花αNoInura

中田（1982）が上記学名を付して徳之島産の本種を記録した0

155．ツキガクマメコガネPqがgJα乃∫〝drわIewis

大原；（2exs‥16．Ⅶ，鮫島）
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Ⅹ胴コメッキムシ科

156．アマミホソサビキコリAdgocerdα乃甘αmg柁∫わαの牲dmie〝∫わ（Miwa）

亀徳；（1吉，15．Ⅶ，鮫忌）

大平（1969）は本種とオオホソサビキコリA．aenicolaNakaneetKi－

Shiiの区別を検索表により示したが，αのicoZαについては「雄が未発見のため詳U、こと

はわからない」とし，同（1970）は本種に触れる中で「近似種に－（学名略）－オオホ

ソサビキコリというのが，やはりトカラ諸島から奄美大島にかけて知られているが，本種と

／＼
の識別はよくわからない」と述べているが，Ohira（1977）の中では，各々別の種と

して記載されている。編者の不勉強で，本種とαe乃icoJαの関係にどのような結論が出され

たか知らない。
157．ヤエヤマサビコメ、ソキAZd0軸如∫γのgyα∽α乃〟∫（Miwa）

大原；（lex‥17．Ⅶ，鮫島）

ⅩⅩⅩカッコウムシ科Cleridae

l58・オビマダラアシナガカッコウムシOmα成〟∫♪ecordわSchenkling

大原；（1ex‥18．Ⅶ．鮫島）

IⅨゴミムシダマシ科

76．オオクビカクシゴミムシダマシ

中條（1982）によれば徳之島から末記録である。

77．モンキゴミムシダマシ

同上

159．ナガニジゴミムシダマシCgrpクrαわが〟α〝d〟αWiedemann

大原～三京；（lex‥20．Ⅶ．三浦）

78．ムラサキツヤゴミムシダマシ

中條（1982）によれば徳之島からは末記録である。

79．ガイマイゴミムシダマシ

、同上

82．ヒメツノゴミムシダマシ

同上

86，ニジコマルキマワリ

同上

′ヘノ‘ヽ160・トクノシマアオキマワリ（新称）Pg∫坤励んα物〟∫・mα財んαmiChujo

大原；（lex‥17．Ⅶ．鮫島）

ⅩⅩⅤハムシ科

161．ヨモギハムシCんry∫OJ乃αα〟rd姐C¢α（M孔nmerheim）

尾母、白井；（lex‥14．Ⅶ．西野）
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／＼／＼
162．オキナワッヤハムシ00mOr如0滋∫0鮎乃αWαWg乃∫わ（Chujo）subsp．

大原；（4exs．，15．Ⅶ，高井）

背面の色は奄美大島産の原亜種（blackishblue）よりも屋久島産の亜種kuY・osawai

Nakane（cuperous）に似ていると思われるが，両亜種の標本が比較できなかった。ドゥ

ガネ’ソヤハムシ0．“ゆれ犯力の（Baly）の銅色よりはかなり暗色である。徳之島産につ

いて触れた文献を見ていない。

ⅩⅩⅦヒゲナガゾウムシ科

1982年10月28日鹿大農学部で，日本昆虫学会九州支部及び日本鱗麹学会九州支部の合

同大会が聞かれ，同大会に参加された九州大学の森本桂博士に本科及び次の科の末同定種を見て

頂く機会を得た。慌しい短時間のことで疑問符を付したままのものもあるが，合わせてここに記録しておく。

森本博士には，同定を頂いたうえ，後日．貴重な文献の御恵送をも頂いた。厚く御礼申し上げ

るものである。

163．Ⅳgrgん0mmααクJoねJordan

亀津；（lex‥18．Ⅶ，高井）

大原；（2exs‥18．Ⅶ，高井）

台湾から記載された種で，日本からはMorimoto（1981）による奄美大島西仲間

（Nishinakama）からの13が知られるのみであった。

ⅩⅩⅨゾウムシ科

164．〟ッZJocのⅦ∫乃eggC〟∫Voss

大原；（lex‥15．Ⅶ，高井）（1餌‥18．Ⅶ．高井）

亀津；（1ex‥18．Ⅶ，高井）

165．CoJoろ0（7ggg〟∫Sp．

大原；（1ex‥18．Ⅶ，高井）

北隆館の原色昆虫大図鑑u（甲虫編）にボウサンゾウムシC戚（め07ゆ∫〝従椚dr短∫

Roelorsとされているものと同じ種とのことであった。

166．ウンモンクチカクシゾウムシ？．R短辺玩別mmのl私財肌用Naka，ne？

大原；（lex‥18．Ⅶ，高井）

167・並Cわocg撒∫Sp．

亀津；（lex‥14．Ⅶ，高井）

末記載種であろうとの森本博士の御教示があった。

168．ナカグロカレキゾウムシ？Ack別間わ・点れ血相鋸南Nakane？

大原；（lex‥18．Ⅶ，高井）

白紋のよく発達した個体である。

ⅩⅩXlクチキムシ科AIJeとuJidae

169．アマミ・ソヤオオクチキムシ（新称）AJZgcdαお∫∫α別物輔，の最彿のはNakane
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大原；（lex‥14．Ⅶ，鮫畠）

徳之島からは知られていなかった。

参考文献－

13）中條道崇（1982）南西諸島産ゴミムシダマシ科甲虫Ⅶ．申僚道夫先生退職記念論文集

：87－101

14）ChujoM．T．（1977）TenebrionidaeoftheNanseiIslands］，

Esakia（10）：1－19

15）MorimotoK．（1981）TheFamiJyAnlhribidaeofJapan（Col・）・（4）・

Esakia（17）：53－107

16）中田陸田（1982）徳之島のコガネムシ，月刊むし（140）：8－12

17）大平仁夫（1969）日本のコメ、ソキムシ（u），昆虫と自然4（11）：25－31

18）（1970）九州に産するコメ、ソキムシ科の珍種（7）．北九州の昆虫16（3）
：61－64

〔高井〕

サピクワガタ8
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半　効　目　　HEMIPTERA

t、ソチカメムシ科CydnicLae

l．ヒメツチカメムシGgo紬撒〟∫♪rg∽αg〝∫Dallas

亀津；（1ex‥16．Ⅶ．小林）

甘カメムシ科Pentatomidae

2．アカギカメムシCantaoocellatusThunberg

大原；（3exs‥14．Ⅶ，小林）（4ex8．，14．Ⅶ，構口）

3・ナナホシキンカメムシCαJ妙rα乃0毎1∫Linne

大原；（lex‥18．Ⅶ，西野）

徳之島からは初めての記録と思われ，高井・西野（1981）により，SATSUMA30（85）

p．202に報告された。

4・アカスジカメムシGraphosomarubrolineatumWestwood

大原；（1ex．，14．Ⅶ，田霞）

5．ムラサキシラホシカメムシEy∫αrCOrわカJαJBreddin

伊仙；（lex．，16．Ⅶ，田窪）

6．チャバネアオカメムシPJαの坑ZC7耽兢頭ZJね〃Scotf

亀津；（1ex‥17．Ⅶ，小林）

大原；（3exs‥17．Ⅶ．小林）

大原では夜間の燈火採集により採集された。

7．アオクサカメムシⅣgg。rdα乃Jg乃乃αgαScott

亀津；（lex‥17．Ⅶ，小林）

大原；（3exs‥17．Ⅶ，小林）

大原では夜間の燈火採集により採集された。

nlツノカメムシ科Acanthosomatidae

8．セグロヒメツノカメムシ属Jα∫刑〟Cんα∫ig乃OrgわScott

大原；（lex．，17．Ⅶ，小林）

夜間の燈火採集で得られた。

Ⅳエビイロカメムシ科PhylJocephalidae

9・エビイロカメムシG吻i∫成衛前Uhler

徳和瀬；（4exs‥17．Ⅶ，小林）

Ⅴヘリカメムシ科Coreidae

lO．ホオヅキカメムシAcα花純oco∫わ∫0感わあSThunberg

亀津；（1ex‥16．Ⅶ，小林）
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1▼1・ホソハリカメムシCJe紬∫grigo乃〟∫Thunberg

亀津；（lex‥16．Ⅶ，小林）

12．キベリヘリカメムシ〟ggα00刑のCO∫αはStal

徳和轍；（lex‥17．Ⅶ，小林）

Ylナガカメムシ科Lygaeidae

13・コバネヒョウタンナガカメムシTb印加mi♪ZmScott

大原；（lex‥17．Ⅶ，小林）

夜間の燈火採集により得られた。

14．オオモンシロナガカメムシ地軸d以∫血か・ども，iα蝕∫Scott

亀津；（2exs‥16．Ⅶ，高井）

大原；（lex．，17．Ⅶ．小林）

大原では夜間の燈火採集により得られた。

Ⅶオオホシカメムシ科Largidae

l5・オオホシカメムシPんッ∫坤gわαg〟的Burmeister

大原；（4exs‥17．Ⅶ，小林）

夜間の燈火採集により得られた。

16．ヒメホシカメムシP的∫0如わdC乃CgicoJJわStal

亀津；（lex‥16．Ⅶ．小林）

大原；（lex‥17．Ⅶ，小林）

大原では夜間採集により得られた。

Ⅷセミ科CicarIidae

l7．クロイワニイニイPJ戚ツタJg〟rα鳥〟rOiwαiMatsu∬nura

大原；（1♀，18．Ⅶ，高井）

18．ヒメバルゼE〟gr加0∫αCん蕗e柁5ねCん蕗e乃∫わMatsumura

三京；（23古．19．Ⅶ，二町）

徳之島新記録。

SATSUMA31（87）p．83に記録された。

〔小林〕
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膜効目HYMENOPTERA

lセイポウ科Chrysididae

l・リュウキュウムツバセイボウCゐrッSi∫′“d通わー元“汀血Moc孟ary

（徳和瀬．lex．，17．Ⅶ，高井）

甘、ソチパテ科ScoHidae

2・ヒメバラナガ、ソチパテCα刑か0桝eri∫α花形〟J戚α．“沌吼卯はふけUchida

（亀津．1令，13．Ⅶ，高井）

3・アカアシバラナガ’ソチバチCα刑か0刑gri∫〝∽Jiの蕗「”扇朋相加Tsuneki

（岸母～白井．1省．14．Ⅶ，高井）（大原，1♀，15．Ⅶ，高井）

4．ヨ、ソボシ・ソチパテぶcoJiα卵胤姉如油壷ねノわ傲柚玖前Betrem

（亀津，2exs‥13．Ⅶ．高井）

虹ベッコウバチ科Pomp＝idae

5．キオビベッコウ月蝕批耽裾の（彿相加加Fabricil18

（亀津，lS．14．Ⅶ，高井）

Ⅳドロバチ科Eumenidae

6．オオフタオビドロバチA7z紬rんγ乃cゐi〟刑′JαUOmαrgi加J守〝乃（Smith）

（亀津．1♀，14．Ⅶ，高井）

7．7カイドロバチ創れ粕玩期：卯前側肌壷の働け椚御制扇Tano

（亀津，1含，13．Ⅶ，高井）

Yジガ′ヾチ科Sphecidae・

8．キンモウアナ′ヾチぶ♪九gェdαOJicの′α甥mわric〟∫Strand

（亀津，lex‥14．Ⅶ，高井）

9．クロアナバチ鼠如胤r‘げg創血血∫J旋矧廿のKohl

（徳和瀬，lex‥17．Ⅶ，高井）

Ⅵコシプトハナバチ科Anthophoridae

lO．アオスジコシプトハナバチA仙郷肌αc壷g〟Jdα∫例αんαi（YaSumatSu）

（亀津，lex‥13．Ⅶ，高井）

11．シロモンハナバチT毎rg〟∫Sp・

（亀津，lex‥14．Ⅶ，高井）〔高井〕
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1980年度秋期屋久島合宿採集目録

高井泰（理学部1年）編

1980年の秋期合宿は，前年に引き続き屋久島粟生の青少年旅行村で行なわれた。合宿の期間

は，1980年10月5日から9日までである。蝶の原稿が焼失してしまったことなどあって，参

加者は，はっきりしないが途中参加者を含め．十数人であった。更に合宿終了と同時に島入りした

部員もある。蝶の万の成果ではオジロシジミの採集が注目され．田窪（1981）によって報告さ

れたが．この他．メスアカムラサキ，リュウキュウアサギマダラ等が記憶にある。

甲虫の万は，前年の採集が全然だったので，行く前から「甲虫なんか採れネェヨ」とさんざん吹

き込まれ，屋久島の土を踏んでもいない前から僕なんぞは意気消沈してしまった。しかし，船に乗

るとさすがは洋上アルプス屋久島で．なんとなく落ち着かなくなってしまった。しかし．大変だっ

たのは．船を降りてからで．延々とバスに乗り締けたことであった。それでもバスの中継地点にな

っていた尾之間ではしばしの休憩で，バスでの疲れを皆思い思いにいやしていた。しかし，初めて屋

久島に来た僕は，「アァこれが屋久島なんだ」と感激のあまりバス会社の建物のまわりをウロチョ

ロと歩きまわり，セスジカクマグソコガネの死体なんかを拾い集め．セコイと言われてしまった。
バスが終点栗劉こ着いてからは．軽からぬ荷物を皆苦しそうに（もっとも，どの荷物を運ぶかによ

ってこれは当り外れが大きい）結構長い距離を運んだ。天候にも恵まれず降ったり止んだりで，ま

すますイライラして来る。部屋割りを適当に決めたが，参加者が少ないため，一人当りの宿泊費が

高くついた。しかも．シャワー（風呂は無い）は，うまくお湯が田たり担なか㌢たりで，一口で言

って散々だった。少なくとも僕はこういう苦情を言う権利がある程醇は悲惨だった。
しかし，僕はシャワー宴でオオフタモンウバタマコメッキの死体を見つけて患わず感激してしま

った。後になってみれば普通種でも，初めて見る者にとっては宝物なのだ。しかし，シャワーのお

湯が出ず，怒り骨髄に達した僕は思わず置き忘れてしまった。そしてその後に登場するのは，M大

先輩で，さすが甲虫屋，あっさりこれを持ち去ってしまった。後は泣こうがわめこうが，帰してく

れるような人物ではなく．ついに僕は大事な宝物を取り上げられてしまったのである。

ともかくも恵まれぬ天候の中．合宿は終ってしまい．蝶はある程度迷蝶などで成果はあがったが

甲虫は目録にした分ぐらいしか採集されず．今一歩盛り上がらなかった。しかし，この中でも，キ

アシクロゴモクムシなど哲通種に屋久島末記録種が含まれていたのは愉快を通り越しておもしろか

った。
※田窪利朗（1981）1980年秋，屋久島粟生のオジロシジミSATSUMA（85）：

123

採集者名は会員名簿参照。但し前田→前田三千治
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甲虫目COLEOPTERA

lハンミョウ科Cicindelidae

l．ハンミョウCic彿dgJαJ坤0乃iGαThunherg

粟生；（2舌苔．6．I．前田）（13，6．王，遠鴫）

∬ゴミムシ科HarpaIidae

2・オオアオモリヒラタゴミムシCoJ如dg∫あ〟cんα札の壷Hope

粟生；（lex‥8．X，前田）

3．ヒメケゴモクムシ月br如有り’ヵ肌肌有（Jedli随a）

粟生；（1令，8．貰．高井）

4・キアシクロゴモクムシ月br如有はJ油壷“「．蕗前㈲FHope

粟生；（1令1♀，8．X，高井）

5．ニセクロゴモクムシガ〝如心は．蕗坤有高如那Schauberger

粟生；（1含，8．X，高井）

6．アトワアオゴミムシCんα紺のUわ苫〟互grChaudoir

粟生；（1令．6．X，前田）

仙シデムシ科Silphidae

7．モモプトシデムシ．Ⅳgcrodg∫柁複ricor柁わHarold

粟生；（1♀．7．X，高井）（1♀（未熟個体）．8．1，高井）

Ⅳコガネムシ科Scarabaeidae

8・セスジカクマグソコガネ属んツタαr〟∫αz祝椚dNakane

尾之間；（4exs．（死体），6．X，高井）

夜間に燈火に飛来したものであろうが，海岸の林に向いた窓辺のベランダに何頭もの死体

が見られた。

9．フタスジカンショコガネ4卸go乃血毎Cαr乃ααLewis

粟生；（lex‥9．X，高井）

10．クロコガネ挽08ricんね揖00g乃∫わBrenske

尾之間；（1ex．（死体），6．X，高井）

セスジカクマグソコがネと同様にして得られた。

11・アオドゥがネA乃0mααα路q〆0∫αα絶境わざαHope

粟生；（2exs‥8．X，前田）（lex‥8．‡．高井）

Yコメ、ソキムシ科Elateridae

l2．サビヰコリ4gry加附の乃Od〟〝∫Motschulsky

粟生；（1ex．，8．貰，前田）
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13．フクモンウバクマコメ’ソキihr∬qJαi∫J∽J戚〟∫〆乃iLewis

粟生；（1ex‥7．貰，前田）

Ⅵナガシンクイムシ科Bostrychidae

14．オオナガシンクイ月bわγ0み0∫grツCん〟∫んαmα′i♪g乃乃i∫Lesne

平生；（lex‥8．X，前田）

Ⅶテントウムシ科Coccine＝idae

15．ベダリヤテントウRodoJαCαrd乃αJねMulsant

粟生；（lex‥7．X，高井）

16．コクロヒメテントウgc脚肌の・ム止最最Araki

平生；（1令，6．X，前田）

17．ダンダラテントウ肋Cん緒の．聞∬朋朋最汀のFabricius

平生；（lex‥7．1，前田）

18．ナミテントウ月払Ⅶの汀αd堵〝高の∫（Pallas）

粟生；（lex‥7．貰．溝口）

バンガローの中で得られた。上記種名のものと考えられるが屋久島における本種とクリサ

キテントウガ．ッαあの∫i∫Takizawaの関係はよく知られていない。

19．ナナホシテントウCoccinelaseptempunctalabruckiiMulsant

畢生；（lex‥7．X，高井）

20・ヒメカメノコテントウ乃・0クツJeαノα如乃icαThunberg

粟生；（lex‥6．貰，前田）（lex‥8．X，高井）

Ⅷゴミムシダマシ科Tenebrionidae

21．ニジゴミムシダマシれ府両峰所出ム細のggrMarseul

粟生；（lex‥8．X，高井）

Ⅸハムシダマシ科Lagriidae

22．ハムシダマシエαgrα乃なricoJJわHope

粟生；（1ex‥6．I，前田）

Ⅹカミキリムシ科Cerambycidae

23．クロカミキリぶ如乃みはみ坤re∫紬娩∫Linn石

島之間；（1令（死体），6．貰，高井）

セスジカクマグソコガネやクロコガネと同様にして得られた。

24・ヒゲナガヒメカミキリCgre∫i〟mJo乃gicor乃gPie

粟生；（lex‥6．I，前田）

25．キボシカミキリP∫dcO磁α磁αrわ乃∫〟drわHayashi

粟生；（1含，6．貰，下條）
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26．ムツポシシロカミキリ0kw周明坤旧，鋸有血…F8briciuS

雫生；（lex‥6．1．遠鴫）（lex‥6．1，高井）（lex‥8．1．前田）

27．オビレカミキリ肋ゐ0おお∫伽出征JαiGre88itt

粟生；（lex‥6．X，前田）（2exs‥8．貰．前田）

28．ワモンサビカミキl乃〝0嗜めαα花形〟αねChevrolat

粟生；（lex‥8．X，前田）（lex‥8．I，高井）

刀ハムシ科Chrysomeridae

29．ウリハムシA〝α0少的′g刑OrαはMotschulsky

粟生；（lex‥8．X，高井）

30．クロウリハムシAの跡功km‥萌印加湖南Motschulsky

粟生；（2exs‥5．貰．前田）（lex‥8．I，前田）（lex‥8．X．高井）

31．タイワンツプノミハムシAタ如ん0mα′or椚即のαChen

粟生；（lex‥6．貰．前田）

Ⅶゾウムシ科CurcuJionidae

32．トケワシゾウムシA肌通徹等dkw融の・Roelors

粟生；（lex‥6．X．前田）′ヽノヽ

33．シロアナアキゾウムシ埋け赫お1細雨Chujo

粟生；（2exs‥6．貰，前田）

34．ニセマツノシラホシゾウムシぶんird九の信zor吼存∫Cg乃∫Roelors

粟生；（2exs‥8．貰，前田）

35．タカオマルクチカクシゾウムシ0γOCんJg∫i∫ね鳥α0∫α乃〟SKono

雫生；（2試阻．，6．X．前田）

Ⅹ皿オサゾウムシ科Rhynchophoridae

36・オオゾウムシガッタ0∫軸J〟∫gigα∫Fabricius

粟生；（2exs‥8．I，高井）
〔高井〕
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膜効目HYMENOPTERA

lドロバチ科Eucmenidae

l．スズバチ07・g〟刑g乃g∫dgcoれ引接はSmith

（粟生；1ex‥6．貰，高井）

2．オオフタオビドロバチA如軸Cんi〟∽′JαUO刑αrgi乃α紬mmicαdoKitsch

（粟生，1♀，8．X，高井）

uスズメバチ科Vespidae

3．Vg∫タ〟JαSp．

（粟生，1♀，8．貰，高井）

Ⅴ咋如血眉ではクロスズメ′ヾチが広く分布するが・最近になってクロスズメ′ヾチから・

シダクロスズメパテが分離され．それ以後両者を区別した上でのクロスズメパテの屋久島か

らの記録は軽く，シダクロスズメパテのみが知られる。今回採集された1頭の働き蜂は，両

者の中間的な色彩をしており，どちらの種であるか判別できない。（山根先生の御教示による）

肛ジガパテ科Sphecidae

4．サトジガパチA〝椚0♪最α∫α〟0∫α乃葎♪0花icαTsuneki

（粟生，lex‥8．X，高井）

5．クロアナパテぷクんeJαrg即血血はノお肌欄のKohl

（要生，lex‥8．I．高井）

Ⅳコシプトハナバチ科Anthophoridae

6．ルリモンハナバチTんyrg〟∫‘九mmのSmith

（粟生，lex‥6．X，田窪）（雫生，3exs‥8．X，高井）

Vコンボウヤセパテ科Gasteruptionidae

7・コンボウヤセパテGasteruptionthom50niSchletterer

（雫生，lex．，8．X，高井）〔高井〕
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LtEBEN第18号の訂正など

三浦幹夫

本誌第18号の「粟野採集報告（1979年）」においてpp8－24B．COLEOPTERAの

分は私が担当して書いたが，不勉強と不注意のためいくつかの誤りを竜いてしまったので．ここで

訂正させていただき深くお詫び申し上げると共に．今後このようなことのないよう反省したい。

p－‰訂正

9－28．月由れα刑胱開脚Waterhouseクロアシナガコガネとしたものを次の2種に

訂正する。

28．月．com椚〟乃i∫Waterhouseアシナガコがネ

（2exs‥6．Ⅴ，三浦）（lex．11．†，三浦）（lex，13．Y，三浦）

ガ．re彿iHeydenラインアシナガコがネ

（7exs‥5．Ⅴ，三浦）（54exs‥12．Ⅴ，三浦）（lex‥13，Y，三浦）

この2種は頭楯の形（Cαm仇肌i∫では側縁が前方に向って狭くなる台形で，前縁中央

が湾入，rgi乃iでは横に長い長方形で前縁は長線状）．と前胸背後角（“川棚柚∽わでは，

まるく，アマわ元では角ぼる）により区別は容易である。

20－167．月エロ“Ⅶわ甘∫。五触虜がBatesアレモンマルケシカミキリと同定されたものは

すべて次種であったので，本種を削除する。

20－168・且JOCg乃r〟∫刑0花の財が〟∫KはsamaetKomiyaミヤマケシカミキリ

としたものの命名者名を次のように訂正する。

168．E．mmtilineatusKusamaetTahira

21－189．わ如頭の．わ少のわ“肘Ohno二ホンケプカサルハムシ？としたものを次種に訂

正する。同定して下さった中根猛彦博士にお礼申し上げる。

‘ヽヽ189・上．i紬iChujoスギケプカサルハムシ

23－213・A喝融加r相加用のNakaneアトモンヒョウタンゾウムシとして記録したもの

には次種が含まれていた。（該当のデータを示す）

A．カ∫Ciα蝕∫Roelofsオビモンヒョウタンゾウムシ

（4exs‥27．Ⅳ，三浦）（lex．，13．Ⅴ，三浦）

この2種は体形（封けα削りの万が細形で．カ∫Cわれ路では上麹が基部に近いところで

急に幅広くなる）と上趨端の立毛（∫αhガ接はの万がより太く長いため肉眼でも目立つほ

どであるが．カ∫C血〟∫ではほとんど目立たない）に差が認められる。
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会　員　名　簿
1981年3月1日現在

顧問：新敏夫（教養部生物学教室教授）

二町一成（農学部詮学科）

神園政行（医学部4年）

木下寛之（農学部大学院2年）

古賀俊光（農学部大学院2年）

小島貴志（工学部建築学科4年）

柴田俊幸（水産学部大学院1年）

田口幸治（理学部生物学科4年）

前田信孝（農学部農学科4年）

大牟田淑子（乾学部畜産学科3年）

杉山秀一郎（農学部園芸学科3年）

田窪利朗（水産学部水産学科3年）

川崎昭宏（水産学部水産学科3年）

小林真澄（水産学部水産学科3年）

野間美代子（農学部畜産学科3年）

三浦幹夫（理学部生物学科2年）

藤井晴朗（医学部2年）

前田三千治（理学部生物学科大学院1年）○冨山　清升（理学部生物学科2年）

井上栄明（農学部農学科4年）

大坪博文（教育学部中学理科4年）

光枝洋（法文学部文学科4年）

村上貴文（農学部農学科4年）

大賀康雄（畏学部畜産学科4年）

鮫島真一（教育学部小学校課程3年）

下川信貴（農学部畜産学科3年）

木野田毅（理学部生物学科3年）

加藤いずみ（教育学部小学校課程3年）

西口雅彦（農学部林学科3年）

下探信輔（工学部建築学科3年）

◎　主将　　○　副主将

◎溝口信彦（理学部生物学科2年）

守山泰司（歯学部2年）

久保正脚（理学部生物学科2年）

遠山鳥太志（農学部農学科1年）

高井泰（理学部地学科1年）

上原弘行（理学部生物学科1年）

西野勝人（理学部生物学科1年）

野添和久（理学部地学科1年）

水主秀志（工学部化学工学科1年）

宮元責紀（水産学部水産学科1年）

豊留圭子（水産学部水産学科1年）

森田ゆう子（水産学部水産学科1年）
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謝

本会の日常的な活動および本号の発行に閑し．故新敏夫先生（本会顧問．

教養部教授）には多大な御指導を頂きました。また中根猛彦先生（理学瓢教

授）には甲虫目の一触こつき同定を頂きました。湯川淳一先生（嗟学部助教

授）には多々御指導を頂きました。森本桂先生（九大農学瓢助教授）には．

ゾウムシ類の一部について同定を頂き文献の恵与を頂きました。更にハチ類

の同定は山根正気先生（理学部助手）櫛下町鉦敏先生（農学部助手）長瀬博

彦氏（鹿昆同）にお節い致しました。江平憲治氏（本会OB）には，徳之島

合宿に際し，いろいろとお世話を頂きました。

また教養部の田川日出夫，山下昇両先生には新先生追悼号の発行に当り，

御世話を頂きました。

その他，合宿地では地元の万々に多々御世語になりました。

以上の万々に厚く御礼申し上げます。

会員一同

お　知　ら　せ

本会顧問であった新敏夫先生の御逝去にともない，中根猛彦先生（理学部

教授）に顧問をお願いしたところ快くお引き受け下さり，決定致しましたの

でお知らせ致します。中根先生には，今後ますます御指導の程，お願い申し

上げます。

会員一同
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編　集　後　記

○さんざんの難産の末やっとLEBEN19号が世に出た。前の18号が何だかんだ言いながら

も1980年中に出ているので3年余りの空白ができてしまった。しかし徳之島合宿のところで

も述べたように，末だ合宿の採集品の同定は終っていないものがある。むしろ，1週間もの間，

合宿する成果を毎年1冊のペースで出してゆくことの万に無理があると言ってよいかも知れない。

また生研が抱えている体質的な問題もあり，更に会員宅が災害に遭ったり，と様々な要因が積み

重ってこのように発刊が遅れてしまった。しかし．最も大きな要因が編集者の怠慢であることは

明らかであって，これ以上，弁解がましいことを書くのは惨めなだけなので止めておこう。

○しかし何よりも申し訳なく，心苦しいのは，新先生にこの19号を見て頂けなかったことであ

る。まるで恩を仇で返したような気さえする。取り返しのつかないことだ。今後断じてこのよう

なことが無いよう，また．こんな不幸が決して無いよう祈りたい。

○内容的には，末だ“電話帳”の域を脱していないかも知れないが，今後は一人でも多くの部員

の参加によるLEBENを作ってゆ主たい。植物の合宿での成果が報告されないのは残念なこと

である。それでも甲虫に関しては，合宿での成果が割合よく挙ったため，見栄えのする目録が，

できたような気がする。ただ，その成果をどれだけ消化したかと聞かれると自信を呵くしてしま

う。合宿の採集品について研鍔しあう場が必要だろう。

○本号に掲載した合宿に初々しく1年生として参加した部員のうち順調にいった部員は（こうい

う注釈が廊大では異和感が無い）早くも卒業。本当に四年間などアッという間に渦ぎてゆく。一

体，その中で向が得られるのだろうか。

LEBEN　19号　鹿児島大学学友会生物研究会会誌

発行日1984年3月24日

発行者溝口信彦

発行所鹿児島大学学友会生物研究会

鹿児島市郡元町1丁目鹿児島大学学友会内〒890

編集者高井泰

印刷所明るい窓杜
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